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「越後上布～雪さらし体験～」



 南魚沼市立栃窪小学校
〒949－6401 南魚沼市栃窪409番地　☎782－0744／FAX 782－5611

◆ 全校児童数　11人　　◆ 職員数　7人　　（2月1日現在）

教育目標 進んで学び　豊かな心で　やりぬく子
　教育目標の具現に向けて、「子ども一人ひとりが主人公」を合言葉に、地域の自然や伝統・人材を最大
限に生かした教育を進めています。また、平成20年度から南魚沼市指定の特認校として、校区外から5
人の児童が通い、地区の6人の児童とともに「地域と学校を愛する心」をもって、仲よく・楽しく・元気
に学んでいます。

シリーズで南魚沼市立の学校を紹介します
シリーズ

25

講師を招いた自然学習 全校道徳学習 校内マラソン大会

地域に学ぶ・表現力 全校で培う豊かな心 体力の向上・正しい生活習慣

情報処理・通信活用学習 勤労体験学習（苧
ちょ

麻
ま

栽培） 栄養士による食育指導

栃窪小学校スローガン�

子ども一人ひとりが主人公

大
運
動
会

文
化
祭

ス
キ
ー
大
会

栃窪小 3大行事 地域の特色を生かした活動

こ
の
３
大
行
事
に
は
、

保
護
者
を
含
め
、
卒
業

生
や
老
若
男
女
の
地
区

民
が
参
加
し
、
盛
り
上

げ
ま
す
。

越
後
上
布
技
術
保

存
協
会
の
人
か
ら

苧ち
ょ

麻ま

の
苧お

引び

き
を

習
い
ま
し
た
。

全
校
で
「
栃
っ

子
米
」を
育
て
、

東
京
都
千
代
田

区
有
楽
町
で
販

売
し
ま
し
た
。

越
後
上
布
技
術

保
存
協
会
の
協

力
で
苧ち

ょ

麻ま

栽
培

を
行
っ
て
い
ま

す
。

全
校
で
田
植
え

を
し
て
い
ま
す
。
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国際大学留学生
　お国自慢コーナー ~ boast of my country ~

シリーズ

第36回
南アフリカ共和国　ハヨ リンディウィ さん

私の国はこんなところ
　南アフリカは、「レインボーネイション」と呼ばれています。前大司教デ
ズモント ツツによって作られた多様性・多文化を表した言葉です。
　南アフリカは、宗教信者が多い宗教的な国です。キリスト教徒が圧倒的に
多く、少数派としてユダヤ教徒とイスラム教徒、ヒンドゥー教徒がいます。
　1994年4月27日は、自由の日として知られている記念日です。南アフ
リカで全人種が参加する選挙が初めて行われ、ネルソン・マンデラ（マディ
バ）が黒人として初めて大統領になった日です。ネルソン・マンデラは、 
1918年7月18日に南アフリカで最も貧しい地区の1つムゾベで生まれ、
2013年12月5日にヨハネスブルグで亡くなりました。

南魚沼市に住んで感じたこと
　私は南魚沼に来たばかりですが、自然が豊かで四季があるこの地を楽しん
でいます。一番驚いたことは、雪が降ることです。今年は降雪量が少ないよ
うですが、私にとっては初めての経験なので驚いています。
　この土地に住んでいる人たちは、人を楽しませる真心があり、親切で思い
やりがあります。

南アフリカ共和国

［公用語］アフリカーンス語、英語、
バントゥー諸語

［首　都］プレトリア
［面　積］1,219,912㎢（24位）
［人　口］51,190,000人（24位）
［GDP（PPP）］ 6,626億ドル（29位）
［通　貨］ランド（ZAR）
※GDPは国内総生産のことで、購買力平
価説（PPP）により算出した数値です

市
長
の
一言

�
日
記

い
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
内
容
は

「
笑
う
こ
と
は
精
神
の
み
な
ら
ず
身
体
に

も
い
い
ら
し
い
。
日
常
生
活
で
ほ
と
ん
ど

笑
わ
な
い
高
齢
者
は
、
ほ
ぼ
毎
日
笑
う
高

齢
者
よ
り
も
脳
卒
中
の
割
合
が
１
．６
倍

高
い
こ
と
が
東
京
大
学
の
調
査
で
分
か
っ

た
」
と
い
う
も
の
で
す
。
記
事
の
前
段
で

「
口
を
開
い
て
笑
わ
ざ
る
は
是こ

れ
痴ち

人じ
ん

（
白は

く

居き
ょ

易い

）」
と
い
う
漢
詩
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
偶
然
に
も
「
人

は
心
が
愉
快
で
あ
れ
ば
終
日
歩
ん
で
も
嫌

に
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
心
に
憂
い
が
あ

れ
ば
わ
ず
か
一
里
で
も
嫌
に
な
る
。
人
生

の
行
路
も
こ
れ
と
同
様
で
、
人
は
常
に
明

る
く
愉
快
な
心
を
も
っ
て
人
生
の
行
路
を

歩
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
）」

と
い
う
格
言
に
も
出
会
い
ま
し
た
。

　

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
千
年
以
上
も
前

か
ら
偉
人
・
賢
人
た
ち
は
笑
う
こ
と
、
す

な
わ
ち
心
を
明
る
く
保
つ
こ
と
こ
そ
が
人

生
を
楽
し
く
健
康
に
過
ご
す
秘
訣
で
あ
る

と
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
凡
人
た
る
身

に
と
っ
て
は
「
言
う
は
易
し
、
行
う
は
難

し
」
で
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
そ
の
域

に
近
づ
き
、
楽
し
く
幸
福
な
人
生
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
も
少
し
く
ら
い
無
理
を
し
て

で
も
、
日
々
笑
っ
て
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
！

「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」

　

南
魚
沼
市
議
会
の
３
月
定
例
会
も
無
事

終
了
し
、
今
年
も
万
物
躍
動
の
春
、
４
月

を
迎
え
ま
し
た
。
例
年
の
こ
と
な
が
ら
、

こ
の
時
期
は
別
れ
と
出
会
い
が
交
錯
し
、

悲
喜
こ
も
ご
も
の
日
々
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
年
々
歳
々
花
相
似
た
り
、
歳
々
年
々

人
同
じ
か
ら
ず
」
の
言
葉
ど
お
り
、
人
の

世
の
移
ろ
い
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
き
ま

す
が
、
自
然
界
は
悠
久
の
時
を
刻
ん
で
も

変
わ
ら
ず
に
我
々
を
厳
し
く
も
温
か
く
見

守
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
想
い
に

浸
る
と
き
は
「
人
の
一
生
は
な
ん
と
短
い

こ
と
か
」
な
ど
と
考
え
ま
す
が
、
現
実
に

戻
れ
ば
や
は
り
人
生
は
長
い
道
の
り
で
す
。

そ
の
長
い
人
生
を
幸
せ
に
楽
し
く
過
ご
し

た
い
と
願
う
こ
と
も
、
人
と
し
て
ま
た
当

然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
先
日
あ
る
新
聞
に
興
味
深
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　多様化、高度化する行政への要望に対応し、効率的な行政事務の推進のために、4月1日から市の組織
機構の一部を変更します。それに伴い事務室の位置を一部移転します。
◇「企画政策課」を「企画政策課」と「地方創生推進室」に分割します。
◇「秘書広報室」を「秘書広報課」に名称変更します。
◇「医療対策室」を廃止します。
◇「情報管理室」の事務室を本庁舎2階北側から西側に移転します。
◇「保健課」の事務室を南分館2階から1階に移転します。
※企画政策課、秘書広報課、情報管理室、保健課の電話番号は変更ありません

新組織の電話番号とFAX番号 

市組織の一部変更と事務室の移転
 【問合せ】企画政策課 企画班　☎773－6672

課　名 係　　名 電話番号 ＦＡＸ番号 所 在 地
地方創生推進室 地方創生係 773 － 6659 772 － 3055 本庁舎2階

【市役所本庁舎2階】

シス

相談室 情報
管理室

監査委員
事務局小会議室

印刷室 財政課

男性
トイレ

女性
トイレ

総
務
課

エレベーター
大会議室

企画政策課

地方創生
推進室

議会事務局
秘書広報課

市長室正・副
議長室

選挙管理
委員会

201
会議室 応接室 副市

長室

【市役所南分館１階】

南魚医師会
事務室 倉庫

倉庫
倉庫 トイレ 機械室

身障がい者用
トイレ

検査室 湯沸室
保健課

倉庫

年金受給者等
臨時福祉給付金
事務室

玄関
ホール玄関

消費生活
相談センター

 

旧休日救急診療所
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年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
を
支
給

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
臨
時
福
祉
給
付
金
事
務
局

　
（
本
庁
舎
南
分
館
１
階
）

�

☎
７
７
５

－

７
５
５
５

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
に
よ
る

賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く

い
低
年
金
受
給
者
へ
の
支
援
な
ど

を
目
的
に
、
所
得
の
少
な
い
高
齢

者
に
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ

と
）

・�

基
準
日
〔
平
成
２７
年
１
月
１

日
〕
に
南
魚
沼
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
（
外
国
人
を
含
む
）

・�

平
成
２７
年
度
の
市
・
県
民
税

（
均
等
割
）
非
課
税
者
（
課
税

者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人
は

対
象
外
）

※�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
と

基
準
日
以
降
に
亡
く
な
っ
た
人

は
、
対
象
外

給 

付
額　

１
人
に
つ
き
３
０
，０

０
０
円

※�

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
、

４
月
下
旬
に
申
請
書
を
発
送
し

ま
す

「
国
民
年
金
」
保
険
料
額
の

変
更
・
学
生
の
手
続
き

【
問
合
せ
】

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

　
六
日
町
年
金
事
務
所

�

☎
７
１
６

－

０
８
０
０

４
月
か
ら
の
保
険
料
額

　

平
成
２８
年
度
（
平
成
２８
年
４
月

～
平
成
２９
年
３
月
）
の
国
民
年
金

保
険
料
は
、
前
年
度
か
ら
６
７
０

円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
６
，

２
６
０
円
、
年
額
１
９
５
，１
２

０
円
と
な
り
ま
す
。

　

前
納
納
付
書
で
１
年
分
を
前
納

す
る
場
合
は
１
９
１
，６
６
０
円

で
、
３
，４
６
０
円
が
割
り
引
か

れ
ま
す
。

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

２０
歳
に
な
っ
た
ら
、
学
生
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
、
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例

　

一
般
的
に
学
生
は
所
得
が
な
い

た
め
、「
学
生
納
付
特
例
」
の
制

度
が
あ
り
、
申
請
す
る
こ
と
で
保

険
料
全
額
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
学

生
納
付
特
例
は
、
毎
年
度
申
請
が

必
要
で
す
。

対 

象
期
間　
平
成
２８
年
度
（
平
成

２８
年
４
月
～
２９
年
３
月
）

※�

年
度
途
中
に
２０
歳
で
加
入
す
る

人
は
加
入
月
か
ら

申
請
受
付　
随
時

必 

要
書
類　

学
生
証
の
写
し
か
、

在
学
証
明
書

窓 

口　
住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町

村保
険
証
の
送
付
方
法　

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

　
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

　

保
険
証
の
送
付
は
普
通
郵
便
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
希
望
に
よ
り

簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
担
当
課
の
窓

口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

対
象
は
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
（
市
民
課
）、

介
護
保
険
（
介
護
保
険
課
）
で
す
。

注
意
点

・�

電
話
で
の
申
込
み
に
は
応
じ
ま

せ
ん
。

・�

簡
易
書
留
郵
便
は
、
受
け
取
り

の
際
に
受
領
印
が
必
要
で
す
。

不
在
な
ど
が
続
き
、
郵
便
局
で

の
保
管
期
間
が
過
ぎ
る
と
市
役

所
に
返
送
さ
れ
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
金
の
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
環
境
交
通
課　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
の
募
集
を
行
い
ま

す
。

条
件
（
す
べ
て
に
該
当
）

・�

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
登

録
住
所
に
現
に
居
住
し
て
い
る

・�

自
己
居
住
用
の
住
宅
で
、
既
存

住
宅
か
、
新
築
住
宅
（
付
属
す

る
車
庫
・
物
置
な
ど
を
含
む
）

に
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
（
４

月
１
日
以
降
の
着
工
）

・�

世
帯
全
員
が
市
税
の
滞
納
が
な

い
・�

市
内
施
工
業
者
の
施
工
か
、
市

内
業
者
が
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
新
築
住
宅
を
購
入

対
象
発
電
施
設
（
す
べ
て
に
該

当
）

・�

個
人
住
宅
・
併
用
住
宅
（
住
宅

部
分
の
面
積
が
総
床
面
積
の
１

／
２
以
上
）
の
屋
根
な
ど
に
設

置
・
最
大
出
力
は
１０
ｋ
ｗ
未
満

・�
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
が
あ
り
、

連
系
し
て
い
る

・�

未
使
用
品
で
あ
る

補 

助
額　
最
大
出
力
に
１
ｋ
ｗ
当

た
り
８
万
円
を
乗
じ
た
額
（
限

度
額
２４
万
円
）

受
付
期
間　
４
月
１５
日
㈮
～

　

５
月
１６
日
㈪

※�

申
請
が
１０
件
を
超
え
る
場
合
は
、

抽
選
。
満
た
な
い
場
合
は
、
予

算
枠
に
達
す
る
ま
で
継
続
し
て

募
集
［
最
終
日
：
１１
月
３０
日

㈬
］

申 

請　
工
事
着
手
前
、
設
置
住
宅

購
入
前
に
申
請
く
だ
さ
い
。

申 

請
窓
口　

環
境
交
通
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

市報 みなみ魚沼　平成28年4月1日発行5



第
２
次
南
魚
沼
市
総
合
計
画
を
策
定

し
ま
し
た

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課 

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
２

　

第
１
次
南
魚
沼
市
総
合
計
画
が
平
成
２７

年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
１０

年
間
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
第
２
次
南
魚
沼
市
総
合
計
画
（
以
下

「
総
合
計
画
」）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
自
然
・
人
・
産
業
の
和
で
築
く　

安

心
の
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し
、
誰
も
が
生

涯
現
役
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
、

若
い
世
代
が
安
心
し
て
働
き
、
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

総
合
計
画
の
冊
子
は
、
企
画
政
策
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
、
南
魚
沼
市

図
書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
と
は

　

南
魚
沼
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

定
め
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
行
う
べ
き
政

策
を
総
合
的
・
体
系
的
に
示
し
た
市
の
最

上
位
計
画
で
す
。

　

合
併
後
に
取
り
組
ん
で
き
た
各
分
野
の

ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を
継
承
し
な
が
ら
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
新
た
な
課
題
に

対
応
し
、
時
代
に
あ
っ
た
市
政
を
執
行
す

る
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

策
定
経
過

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
わ
か
ま
ち
カ

フ
ェ
」、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を

実
施
し
、
多
く
の
市
民
か
ら
意
見
や
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
意
見
な

ど
を
整
理
し
、
総
合
計
画
審
議
会
で
審
議

を
重
ね
て
総
合
計
画
を
策
定
し
、
平
成
２７

年
１２
月
市
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

構
成
と
計
画
期
間

　
「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」「
実
施
計

画
」
の
３
層
で
構
成
さ
れ
、
平
成
２８
年
度

か
ら
１０
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
基
本
計
画
」
は
５
年
目
の
中
間
年
に
、

「
実
施
計
画
」
は
社
会
状
況
の
変
化
に
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
、
毎
年
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
課
題

課
題
１
「
総
合
的
な
人
口
減
少
対
策
」

　

将
来
の
市
の
人
口
を
推
計
す
る
と
、
人

口
の
減
少
傾
向
が
進
行
し
、
２
０
４
０
年

（
平
成
５２
年
）
に
は
５
万
人
を
下
回
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
は
、
地

域
社
会
の
維
持
や
社
会
構
造
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
経
済
活
動
の
縮
小
、
社
会
保

障
費
の
増
大
、
社
会
活
力
の
低
下
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

人
口
の
推
移
と
将
来
推
計

資�

料
：
平
成
２２
年
ま
で
は
国
勢
調
査
、
平

成
２７
年
以
降
は
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
推
計
値

各分野での計画
・いきいき市民健康づくり計画
・子ども・子育て支援事業計画
・地域福祉計画
・教育基本計画
・都市計画マスタープラン
・産業振興ビジョン
・地域防災計画　など

基本計画
（前期5年間）

基本計画
（後期5年間）

基本構想

基本計画

実施計画

基本構想（10年間）

実施計画（毎年見直し）

0人

20,000人

40,000人

60,000人

80,000人

S30
（1955）

S35
（1960）

S40
（1965）

S45
（1970）

S50
（1975）

S55
（1980）

S60
（1985）

H2
（1990）

H7
（1995）

H12
（2000）

H17
（2005）

H22
（2010）

H27
（2015）

H32
（2020）

H37
（2025）

H42
（2030）

H47
（2035）

H52
（2040）

総人口 生産年齢人口（15～64歳）
年少人口（15歳未満） 老年人口（65歳以上）

71,581 68,650

40,296

26,842

24,713
20,202

15,860 14,445 14,235 14,296 13,390 13,489 14,919 15,699 16,040 17,502 18,927

19,257 18,929 18,427 18,002

39,070

39,500

40,124

41,869

40,515

40,866

40,982

40,765

40,011
38,369

37,091
34,707

31,735
29,778 28,339

4,442 4,865 5,360 6,011

7,038 8,080 9,308 11,190 11,853 10,549 9,235 8,348 7,478 6,888 6,300 5,759

5,401 5,080

26,808 24,939

65,062

61,995

63,352

62,830

64,472

65,566

66,118

65,492
63,329

61,624
59,686

57,550
55,335

53,027
50,635 48,021
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課
題
２
「
協
働
の
推
進
」

　

３
町
が
合
併
し
て
か
ら
１０
年
が
経
過
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
人
材
が
地
域
に
育
ち
、

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
、
新
た
な

人
材
の
確
保
、
必
要
経
費
の
捻
出
、
よ
り

多
く
の
市
民
参
加
の
促
進
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。

課
題
３
「
循
環
型
社
会
の
構
築
」

　

自
然
環
境
の
保
全
や
ご
み
処
理
、
地
球

温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
は
、
身
近
な
も

の
か
ら
地
球
規
模
の
も
の
ま
で
多
岐
に
わ

た
り
、
相
互
に
関
連
性
が
あ
り
ま
す
。
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
そ
の
恩
恵
を
暮
ら

し
に
生
か
し
て
い
る
こ
と
を
、
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

課
題
４
「
都
市
基
盤
の
維
持
・
更
新
」

　

こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
基
盤
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
施
設

の
老
朽
化
や
安
全
性
の
確
保
、
市
民
要
望

と
の
不
一
致
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

課
題
５
「
産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
創
出
」

　

労
働
人
口
の
減
少
や
後
継
者
不
足
、
消

費
規
模
の
縮
小
な
ど
の
影
響
か
ら
、
地
域

経
済
に
停
滞
が
見
ら
れ
ま
す
。
若
い
世
代

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
確
保
し

な
が
ら
、
定
住
や
移
住
を
促
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

課
題
６
「
戦
略
的
な
行
財
政
運
営
」

　

市
政
に
対
す
る
市
民
要
望
は
さ
ら
に
多

様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ

ら
な
る
人
口
減
少
と
厳
し
い
財
政
状
況
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
行
政
運
営
の
あ
り
方

を
見
直
し
、
効
率
・
効
果
的
に
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

基
本
構
想

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
あ
た
っ
て
市

民
・
行
政
が
共
有
す
る
市
の
将
来
像
と
４

つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
新
た

な
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し
、
そ
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

将
来
像

自
然
・
人
・
産
業
の
和
で
築
く

安
心
の
ま
ち

基
本
理
念
１

郷
土
を
愛
し
、

一
人
ひ
と
り
が
つ
く
る
ま
ち

　

豊
か
な
自
然
や
文
化
、
伝
統
に
満
ち
た

郷
土
を
愛
す
る
市
民
を
育
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
主
体
と
な
り
、
活
力
あ
る
自
立

し
た
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
発
展
す
る
ま
ち
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ

く
り
を
積
極
的
に
取
り
組
む
人
材
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

基
本
理
念
２

人
の
和
で
支
え
あ
う
安
心
の
ま
ち

　

身
近
な
地
域
内
か
ら
都
市
間
の
連
携
ま

で
、
活
気
あ
る
交
流
を
進
め
る
こ
と
で
、

人
と
人
と
が
支
え
あ
う
、
安
心
と
思
い
や

り
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
い

き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
や
、
生
涯
に

わ
た
り
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備
を
図
り

ま
す
。

基
本
理
念
３

力
強
い
産
業
が
育
ち
、

働
く
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち

　

将
来
に
わ
た
り
ま
ち
を
支
え
、
活
力
を

も
た
ら
す
力
強
い
産
業
が
生
ま
れ
育
つ
ま

ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

多
く
の
地
域
資
源
を
基
に
、
豊
富
な
人

材
と
そ
の
活
力
か
ら
多
様
な
業
種
を
結
び
、

地
域
に
根
づ
く
力
強
い
産
業
を
育
て
、
安

定
し
た
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
事
業
が
生
ま
れ
育
ち
や

す
い
環
境
の
整
備
、
情
報
技
術
・
通
信
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
に
よ
る
地
域

情
報
の
積
極
的
な
発
信
、
地
域
特
性
を
生

か
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
と
販
路
の

拡
充
を
図
り
ま
す
。

基
本
理
念
４

新
し
い
課
題
に
柔
軟
に
対
応
す
る

行
政
組
織
を
も
つ
ま
ち

　

行
政
が
市
民
と
協
働
し
、
産
業
界
や
教

育
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
進
め
、

新
た
な
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
行
政

組
織
の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

民
間
活
力
の
積
極
的
な
活
用
と
、
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
の
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
、

公
正
で
無
駄
の
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

基
本
構
想

　

将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
各
分
野
で
取

り
組
む
施
策
を
６
つ
の
政
策
大
綱
ご
と
に

体
系
化
し
、
基
本
方
針
を
掲
げ
、
指
標
の

目
標
値
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
施
策
の
進

捗
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
目
標
年
度
で
の

達
成
を
図
り
ま
す
。

政
策
大
綱
１

保
健
・
医
療
・
福
祉

施
策
の
体
系

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

・�

市
民
参
加
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
環
境

整
備

・�

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
、
切
れ

目
の
な
い
支
援

・
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化
予
防

・�

地
域
社
会
が
連
携
し
た
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
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地
域
完
結
型
保
健
医
療
体
制
の
充
実

・
地
域
医
療
体
制
の
充
実

・
持
続
可
能
な
市
立
病
院
の
運
営

・
予
防
医
療
・
在
宅
医
療
の
推
進

子
育
て
環
境
の
充
実

・
地
域
で
支
え
る
子
育
て
支
援
の
充
実

・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
の
推
進

・
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実

生
涯
学
習
の
充
実

・�

生
涯
学
習
機
会
の
充
実

・�

生
涯
学
習
施
設
の
整
備

地
域
文
化
の
振
興

・�

地
域
文
化
の
振
興

・�

地
域
文
化
・
伝
統
の
継
承
と
推
進

・�

文
化
財
の
保
護
と
活
用

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・�

体
育
施
設
利
用
利
便
性
向
上
に
よ
る
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・�

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
充
実

地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実

・�

家
庭
の
教
育
力
向
上
の
推
進

・�

青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

・�

家
庭
が
地
域
と
つ
な
が
る
取
組
み
の
推

進
子
ど
も
・
若
者
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
の

充
実

・�

不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
支
援
の
充
実

・�

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど

の
若
者
へ
の
支
援
の
充
実

・�

困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者
の
家
族

へ
の
支
援
の
充
実

地
域
に
根
ざ
し
た
野
外
・
環
境
教
育
の
推

進・�

野
外
・
環
境
教
育
の
推
進

・�

連
携
活
動
の
支
援
・
推
進

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

・�

相
互
理
解
と
、
と
も
に
支
え
あ
う
社
会

の
推
進

・�

自
立
支
援
と
社
会
参
加
の
促
進

・�

障
が
い
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
推

進
高
齢
者
福
祉
・
介
護
の
充
実

・�

介
護
予
防
の
充
実

・�

安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

・�

高
齢
者
の
社
会
参
加
と
自
立
支
援

・�

と
も
に
支
え
あ
う
環
境
づ
く
り

地
域
で
支
え
あ
う
福
祉
の
充
実

・�

市
民
主
体
の
地
域
活
動
へ
の
支
援

・�

社
会
福
祉
団
体
と
の
連
携
強
化

・�

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

政
策
大
綱
２

教
育
・
文
化

施
策
の
体
系

学
校
教
育
の
充
実

・�

学
ぶ
意
欲
を
高
め
、
確
か
な
学
力
を
育

成
す
る
教
育
の
推
進

・�

幼
児
教
育
と
小
学
校
の
接
続
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
円
滑
な
推
進

・�
い
じ
め
や
不
登
校
対
策
の
推
進

・�
学
校
教
育
施
設
の
整
備

・�

小
・
中
学
校
の
連
携
強
化

・�

高
等
教
育
と
の
連
携
・
交
流
支
援

・�

総
合
教
育
会
議
の
充
実

行財政改革・
市民参画
世界にひらく
市民が誇りを
もてるまち

政策大綱6

豊かな自然を活かし、
自然や人にやさしく
力強い産業のまち

産業振興
政策大綱5

住みたい、
住み続けたいまち

都市基盤
政策大綱4

学ぶ喜び・
文化をはぐくむ
喜びのあるまち

教育・文化
政策大綱2

環境共生
豊かな自然を守り、
そしてともに生き、

１００年後に引き継いで
いくまち

政策大綱3

自然

人産業
安心のまち

基本理念２
人の和で支えあう
安心のまち

基本理念1
郷土を愛し、

一人ひとりがつくるまち

基本理念4
新しい課題に柔軟に対応
する行政組織をもつまち

基本理念3
力強い産業が育ち、働く
魅力がたくさんあるまち

地域ぐるみで
つくる健康・福祉・
子育てのまち

保健・医療・
福祉

政策大綱1
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政
策
大
綱
３

環
境
共
生

施
策
の
体
系

自
然
環
境
の
保
全

・�

自
然
環
境
の
保
全

循
環
型
社
会
の
推
進

・�

循
環
型
社
会
の
た
め
の
体
制
を
確
立

・�

ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

・�

効
率
的
な
ご
み
処
理
体
制
の
推
進

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換

・�

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

・�

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

・�

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進

生
活
環
境
の
向
上

・�

安
全
な
生
活
環
境
の
向
上

・�

地
盤
沈
下
対
策
の
継
続
・
強
化

政
策
大
綱
４

都
市
基
盤

施
策
の
体
系

計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

・�

都
市
計
画
の
推
進

・�

国
土
調
査
事
業
の
推
進

・�

都
市
公
園
の
活
用
と
充
実

・�

ま
ち
な
み
景
観
の
形
成

ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

・�

公
共
交
通
体
系
の
確
保
・
維
持

・�

円
滑
な
道
路
網
の
整
備

・�

災
害
や
雪
に
強
い
道
づ
く
り

・�

道
路
施
設
の
計
画
的
な
修
繕

・�

交
通
安
全
対
策
の
推
進

住
環
境
の
整
備

・�

住
み
や
す
い
住
環
境
の
提
供

・�

雪
へ
の
対
処
機
能
強
化

・�

空
き
家
バ
ン
ク
の
整
備

上
下
水
道
の
整
備

・�

安
定
し
た
持
続
可
能
な
水
道
事
業
の
推

進
・�

豊
か
な
水
環
境
を
育
む
汚
水
処
理
の
推

進
政
策
大
綱
５

産
業
振
興

施
策
の
体
系

農
業
の
振
興

・�

農
地
集
積
化
の
推
進

・�

特
産
品
の
販
売
促
進
と
６
次
産
業
化
の

支
援

・�

畜
産
業
と
水
産
業
の
支
援

・�

農
業
基
盤
の
整
備

・�

農
業
の
担
い
手
育
成
支
援

・�

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進

・�

食
の
安
全
の
推
進

・�

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
推
進

林
業
の
振
興

・�

森
林
資
源
の
活
用
と
林
業
基
盤
の
整
備

・�

林
地
の
保
全
と
機
能
誘
導

・�

治
山
事
業
の
推
進

観
光
の
振
興

・�

地
域
資
源
を
生
か
し
た
四
季
観
光
の
推

進
・�

国
際
観
光
の
推
進

・�

道
の
駅
「
南
魚
沼
」
の
有
効
活
用

・�

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

・�

食
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
の
推
進

商
工
業
の
振
興

・�

中
心
市
街
地
の
活
性
化

・�

産
業
の
育
成
支
援

・�

地
域
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に
よ
る
産
業

支
援

雇
用
の
促
進

・�

職
業
能
力
の
向
上
と
雇
用
の
場
の
確
保

・�

若
い
世
代
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望

者
支
援

・�

若
者
・
女
性
へ
の
就
職
支
援

政
策
大
綱
６

行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

施
策
の
体
系

行
財
政
運
営
の
効
率
化

・�

効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営

・�

行
政
評
価
の
活
用

・�

職
員
の
資
質
向
上

・�

民
間
活
力
と
の
協
働

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

・�

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
体
制
確
保

・�
市
民
が
自
ら
考
え
実
践
す
る
地
域
づ
く

り
活
動
の
充
実

・�
市
民
に
よ
る
幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進

災
害
に
強
い
安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

・�

防
災
体
制
の
強
化

・�

防
犯
、
消
防
・
救
急
体
制
の
強
化

・�

避
難
所
な
ど
の
整
備
推
進

・�

砂
防
施
設
整
備
の
促
進

・�

水
害
防
止
施
設
整
備
の
促
進

情
報
化
の
推
進

・�

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
の
活
用

・�

行
政
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

・�「
探
し
や
す
い
」「
利
用
し
や
す
い
」

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実

・�

多
様
化
す
る
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
有
効

利
用

交
流
の
推
進
と
国
際
化

・�

地
域
間
交
流
の
支
援

・�

広
域
連
携
の
推
進

・�

都
市
間
連
携
の
推
進

・�

国
際
化
の
推
進

・�

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
国
際
理
解

教
育
の
推
進

共
感
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

・�

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・�

男
女
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

総
合
的
な
人
口
減
少
対
策
の
推
進

・�

若
い
世
代
の
交
流
機
会
の
拡
大

・�

若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
の
促
進

・�

シ
ニ
ア
世
代
の
移
住
の
促
進
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南魚沼市住宅リフォーム事業補助金
～5月2日㈪から受付開始～

 【問合せ・申込み】都市計画課 施設係　☎773－6662

　南魚沼市では今年度も市民の生活環境の向上を図り、住宅関連産業を中心とした地域の活性化を促進す
るため、市内の施工業者による住宅のリフォーム工事に対して補助金を交付します。

◇補助対象者（すべてに該当）
・�市内に住民登録がある（または登録することが確定し
ている）
・�対象住宅の所有者か、所有者の2親等以内の親族で、
その住宅に居住している（または居住することが確定
している）
・�世帯員全員が、市税の滞納がない

◇補助対象工事（すべてに該当）
・�個人住宅のリフォーム工事
※�併用住宅は住居部分のみ対象（共用部分は面積按分）
・�市内業者による施工
・�平成28年4月1日㈮以降の契約で、平成29年3月31日
㈮までに工事が完了する
・�他制度の補助金対象となっていない

◇補助額　補助対象経費の20％（千円未満切り捨て）
・�補助額の上限：10万円（ディスポーザー設置工事を含
む工事の上限：12万円）
・�補助対象経費：10万円以上（ディスポーザー設置を含
む工事：5万円以上）
※�補助対象経費＝総工事費－（対象外工事＋対象外製品
費）
・�過去にこの補助金を受けた人や住宅は、10万円（ま
たは12万円）からすでに受けた補助金額を控除した
額が上限

◇申込み
申請書の必要事項を記入し、必要書類を添付し、申請く
ださい。

◇受付期間
5月2日㈪～ 5月31日㈫

◇申請窓口
都市計画課、大和・塩沢市民センター

◇注意事項
・�予算額【4,000万円】を超えた場合、抽選を行う場合
あり
・�補助金の交付には住宅の全景、工事か所の着手前・工
事中・完了後の写真が必要
・�平成29年3月31日㈮までに実績報告書の提出が必要
・�実績報告書に領収書の添付が必要
・�工事を行う前に業者と相談ください

補助対象工事の主な例　
・屋根のふき替えや塗装
・外壁の修繕や塗装
・壁紙、天井、床材などの張り替え
・間取り変更、防音断熱工事
・浴室、台所などの水回り改修
・ディスポーザーの設置工事
・建具、畳、サッシなどの入れ替え
・LED照明器具の設置
・�住宅と一体構造である車庫や物置な
どの補修

※�渡り廊下などで一体になっている車
庫や物置などの補修は、その棟に居
住用の部屋があり、その部分の工事
と併せて行う工事のみ対象

補助対象外製品の主な例　
・家電製品
（テレビ、エアコン、LED以外の照
明器具など）

・厨房製品
（システムキッチン、流し台、換気
扇）

・衛生設備製品
（ユニットバス、トイレ、給湯器な
ど）

・その他設備製品
（カーテン、シャッター、ボイラー
など）

補助対象外工事の主な例　
・住宅と別棟の建物の工事
・外構に関する工事
・建物外部の下水道接続工事
・井戸に関する工事
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　平成28年度の克雪住宅・宅地等消雪設備の補助金申請の受付を開始します。克雪住宅（電気・ガス・
灯油などを使用した融雪式か耐雪式）と、宅地などへの消雪設備の設置（地盤沈下区域のみ）が対象です。

申込み方法　
◇受付期間　4月1日㈮～ 11月30日㈬（予定戸数に達し次第締め切ります）
◇窓　　口　都市計画課、大和・塩沢市民センター
◇必要書類　共　　　通 　�案内図、工事見積書、納税証明書、工事計画図、融雪方式の資料（カタログなど）
　　　　　　克雪すまい 　�建築確認済証の写し（新築・増改築時）、家屋課税台帳登録証明書（改良時）、

立面図
　　　　　　　　　　　　追加書類　次に該当する場合は、追加で添付ください
　　　　　　　　　　　　　耐　雪　式：構造計算書の写し　
　　　　　　　　　　　　　併 用 住 宅：全体面積と住居面積を記入した平面図（住居部分に着色）
　　　　　　　　　　　　　一部克雪化：全体屋根面積と融雪面積を記入した屋根の平面図
　　　　　　宅地等消雪 　�地番図、土地の所有か賃貸借に関する書類
◇注意事項　共　　　通 　��・写真（着手前・工事中・完成。実績報告に必要）
　　　　　　　　　　　　・施工業者による数件分まとめての申請は遠慮ください
　　　　　　　　　　　　・交付決定を受ける前に着手した工事は対象外
　　　　　　　　　　　　・地下水を利用した融雪式は対象外
　　　　　　　　　　　　・�過去にこの補助制度やその他類似制度で補助金の交付を受けた建物や敷地は

対象外
　　　　　　克雪すまい 　�・�一部克雪化の場合、克雪屋根部分の面積が3/5以上で、人力による屋根雪処

理が不要となるもの
　　　　　　　　　　　　・��併用住宅は、住居部分が1/2以上の場合は住宅、1/2未満の場合は事業所と

する
　　　　　　　　　　　　・落雪式、落雪高床式は対象外

克雪住宅・宅地等消雪設備補助金の受付開始
 【問合せ・申込み】都市計画課 施設係　☎773－6662

１．六日町、または東泉田の区域で鎌倉沢川の左岸であって、魚野川左岸の区域
２．八幡の全区域
３．美佐島の区域で近尾川右岸の区域
４．小栗山の区域で関越自動車道の東側の区域であって県道「余川塩沢停車場線」の東側の区域
５�．��余川の区域で近尾川右岸の内、県道「余川塩沢停車場線」と同線の起点と市道「余川河原崎
線」の余川橋を結ぶ線の東側の区域

地
盤
沈
下
区
域

事業名 克雪すまいづくり支援事業補助金 宅地等消雪設備普及促進事業補助金

対象となる条件

・�市内に居住する人・居住が確定してい
る人が、市内に克雪住宅を新築・増改
築・改良、購入する場合
・�地盤沈下区域内に克雪化した事業所な
どを新築・増改築・改良する場合

住宅が建つ宅地か、事業用敷地に消雪設備
を設置する場合

補助対象工事費 屋根融雪施設などの設置に要する工事費 宅地などへの消雪設備設置に要する工事費
補 助 率 ・
補 助 金 の 額

補助対象工事費の17.6％（千円未満切捨
て）【限度額44万円】

補助対象工事費の1/3（千円未満は切捨て）
【限度額50万円】

補 助 対 象 区 域 住　宅…市内全域
事業所…地盤沈下区域内のみ 地盤沈下区域のみ

予 定 戸 数 10戸 8戸
工 事 期 間 交付決定の日～ 12月31日㈯ 交付決定の日～ 12月31日㈯
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　昭和56年6月以前に建てられた木造住宅は、現在の耐震基準を満たしてなく、耐震性が低いものが多い
といわれています。市では、地震による建築物の被害を軽減し、災害に強いまちづくりを推進するため、
木造住宅の耐震診断や耐震改修工事にかかる費用の一部を補助します。

木造住宅「耐震化支援」事業の受付開始
 【問合せ・申込み】都市計画課　☎773－6662

　市では、高齢者や障がい者が安心して暮らせるように、住宅を改造する費用の一部を補助します。
対　　象　�市内に住所がある高齢者か障がい者（改修対象住宅に住む世帯員の前年収入合計が600万円未

満で、市税の滞納がないこと）
　高齢者…おおむね65歳以上で、要介護、または要支援認定を受けている
　障がい者…身体障がい者手帳1級・2級、または療育手帳「A」を持つ
　※�この補助金の交付を受けたことがなく、南魚沼市高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付の返済中でな
いこと

対象工事費　�対象者か親族が所有し、対象者が居住している現存の住宅で、平成29年3月31日㈮までに
完了する次の工事費�（すでに着工している場合や、新築・建て替えは対象外）

　①玄関、廊下、居室、浴室、トイレなどの改造　②段差解消機、階段昇降機の設置�
　③ホームエレベーターの設置�
補助金額　�対象工事費の上限額（介護保険の住宅改修や障がい者の日常生活用具給付事業の住宅改修の対

象者は30万円、それ以外の人は50万円）の1/2
　※世帯の課税状況で異なる場合あり
受付期間　4月1日㈮～ 12月28日㈬
必要書類　申請書、内訳のわかる工事見積書、工事図面、着手前写真など

高齢者・障がい者向け住宅整備費補助金の募集
 【問合せ・申込み】福祉課 高齢福祉係　☎773－6667

対　　象　次の条件すべてに該当する住宅
　・市内に所在する個人所有の一戸建て
　・�現に居住しているか、居住することが確定（併用
住宅も対象）

　・昭和56年5月31日以前に着工
　・壁・柱・床・屋根、その他の主要部分が木造
診断内容　�①現地調査　②耐震診断　③診断報告書の

作成（補強アドバイスを含む）
　※�内外観や図面の確認で診断を行います
補助金額（一般診断法による耐震診断）

募集戸数　10戸（申込み順）
受付期間　4月1日㈮～ 11月30日㈬

対　　象　次の条件すべてに該当する住宅
　・市の実施する耐震診断を受けた
　・耐震診断の評点が1.0未満
　・�現に居住しているか、居住することが確定
（併用住宅も対象）

対象費用　
　・耐震改修工事の費用　
　・�耐震改修工事を行うために必要な壁などの
撤去・復旧などの費用　

　・設計・工事監理に要する費用
　※�耐震診断の評点が1.0以上になる耐震改修
工事で、市に登録のある診断士が設計、工
事監理を行う工事が対象。リフォーム工事
などの費用は対象外

補助金額　耐震改修に要する費用の1/3
　　　　　（上限65万円）
募集戸数　3戸（申込み順）
受付期間　4月1日㈮～ 10月31日㈪

木造住宅の耐震診断～住宅の耐震性が気になる人～ 木造住宅の耐震改修～住宅の改修を検討中の人～

耐震診断・耐震改修ともに、都市計画課、大和・塩沢市民センターに申請ください

延床面積 診断に要する費用 市補助額 自己負担額
70㎡以下 70,000円 60,000円 10,000円
70㎡超～

175㎡以下 80,000円 65,000円 15,000円

175㎡超～ 100,000円 80,000円 20,000円
※�精密診断、仕上げを撤去しての調査は対象外
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　平成28年度は、欠之上・川窪地区の「国土調査（地籍調査）」を実施します。関係者のみなさんの理解
と協力をお願いします。

欠之上・川窪地区の国土調査（地籍調査）を実施します
 【問合せ】農林課 国土調査係　☎773－6740

　5月中旬に説明会を予定しています。関係者の出席をお願いします。
　5月下旬から現地調査を予定しています。みなさんから現地で境界の立会い確認をしていただき、
調査が円滑に実施できるように協力ください。
調査の目的
　土地の境界や地目・面積などを明確化することで、
　・境界紛争を未然に防ぎ、個人財産の保護や土地取引の円滑化　　　
　・公共事業や街づくり、迅速な災害復旧　　　　　　　　　　

⎧⎨
⎩

に役立ちます。

平成28年度 一筆地調査（現地立会い・測量）予定区域図

川窪

野田

余川

欠之上

齋藤記念病院

六日町インターチェンジ

庄之又川
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昨
年
の
１１
月
に
開
院
し
た
南
魚
沼
市
民

病
院
の
利
用
方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

Ｑ

は
じ
め
て
市
民
病
院
に
か
か
る
時
に

必
要
な
も
の
は
？

A

健
康
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

診
療
券
（
磁
気
カ
ー
ド
）
は
、
ゆ
き
ぐ

に
大
和
病
院
と
共
通
で
す
。

診
療
券
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
診

療
申
込
書
を
記
入
し
て
受
付
に
提
出
く

だ
さ
い
。
新
し
い
診
療
券
を
作
り
、
お

渡
し
し
ま
す
。

Ｑ

市
民
病
院
で
は
、
ど
ん
な
診
療
科
が

診
察
を
行
っ
て
い
る
の
？

A

内
科
と
外
科
は
、
日
曜
日
と
祝
日
、

第
３
月
曜
日
、
年
始
年
末
を
除
き
、
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
科
（
精
神
科
・
麻
酔
科
・
小

児
科
・
婦
人
科
・
眼
科
・
耳
鼻
い
ん
こ

う
科
・
皮
膚
科
・
泌
尿
器
科
・
歯
科
・

整
形
外
科
・
リ
ウ
マ
チ
科
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
）
は
、
診
療
日
や
時
間
、

予
約
制
か
ど
う
か
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

病
院
だ
よ
り
や
市
民
病
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ

診
療
の
受
付
時
間
は
？

A

基
本
は
午
前
８
時
３０
分
～
１１
時
で
す
。

診
療
科
に
よ
り
、
午
後
に
診
療
し
た
り
、

受
付
時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
約
状
況
や
救
急
対
応
な
ど
で
診
療
制

限
や
受
付
を
予
定
よ
り
早
く
終
了
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ

土
曜
日
の
診
療
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
？

A

午
前
の
み
、
内
科
・
外
科
・
整
形
外

科
・
婦
人
科
・
皮
膚
科
・
歯
科
が
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
は
午
前
８
時
３０
分
～
１１
時
で

す
。

皮
膚
科
は
毎
週
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病

院
だ
よ
り
な
ど
で
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ

予
約
を
し
て
い
る
場
合
の
受
付
方
法

は
？

A

診
療
券
（
磁
気
カ
ー
ド
）
を
使
い
、

自
動
受
付
機
で
受
付
票
を
印
刷
し
て
、

診
療
科
や
検
査
の
受
付
に
提
出
く
だ
さ

い
。

自
動
受
付
機
の
操
作
方
法
な
ど
が
わ
か

ら
な
い
場
合
は
、
気
軽
に
職
員
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

前
回
の
診
療
か
ら
３
か
月
以
上
経
過
し

て
い
る
場
合
は
、
自
動
受
付
機
で
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。
外
来
受
付
に
診
療
券

と
保
険
証
を
提
示
く
だ
さ
い
。

Ｑ

一
日
で
複
数
科
を
受
診
す
る
こ
と
は

で
き
る
の
？

A

で
き
ま
す
。
午
前
１０
時
ま
で
に
受
付

を
し
て
く
だ
さ
い
。
午
前
は
２
科
ま
で
、

午
後
は
１
科
ま
で
と
な
り
ま
す
。

Ｑ

予
約
の
変
更
は
で
き
る
の
？�

A

予
約
の
変
更
は
変
更
枠
が
な
い
た
め

で
き
ま
せ
ん
。

予
約
制
と
な
っ
て
い
る
診
療
科
へ
の
予

約
は
、
そ
の
科
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
連

絡
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
後
２
時
～
４

時
に
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
え
る

の
？

A

会
計
窓
口
、
自
動
精
算
機
と
も
に
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
が
で
き

ま
す
。

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
も
可
能

で
す
。

Ｑ

保
険
証
は
い
つ
出
せ
ば
い
い
の
？

A

診
療
後
に
計
算
窓
口
で
確
認
し
ま
す
。

最
低
で
も
月
１
回
の
確
認
が
必
要
で
す
。

保
険
証
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
受
付
へ
提
示
く
だ
さ
い
。

Ｑ

紹
介
状
を
持
っ
て
受
診
す
る
時
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
？

A

会
計
窓
口
の
右
隣
に
あ
る
相
談
セ
ン

タ
ー
（
地
域
医
療
連
携
室
）
に
、
紹
介

状
・
保
険
証
・
診
療
券
（
持
っ
て
い
る

場
合
）
を
持
っ
て
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

予
約
制
の
診
療
科
の
場
合
は
、
電
話
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ

夜
間
や
休
日
に
受
診
し
た
い
時
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
？

A

病
院
に
電
話
く
だ
さ
い
。
病
状
な
ど

を
確
認
し
ま
す
。

病
状
や
救
急
対
応
な
ど
で
受
診
に
応
じ

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

患
者
が
集
中
す
る
場
合
は
状
態
を
確
認

し
、
診
療
順
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ

子
ど
も
の
予
防
接
種
は
で
き
る
の
？

A

予
約
を
す
れ
ば
で
き
ま
す
。
市
民
病

院
の
受
付
か
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

１
日
の
接
種
者
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
早
め
に
予
約
く
だ
さ
い
。

日
程
は
、
病
院
だ
よ
り
で
確
認
く
だ
さ

い
。

接
種
の
際
は
母
子
手
帳
・
予
診
票
・
体

温
計
を
持
っ
て
、
保
護
者
が
同
伴
く
だ

さ
い
。

予
約
受
付

・
月
～
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

・
土
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
１２
時
３０
分

市
民
病
院

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
民
病
院 

医
事
課

�
☎
７
８
８

－

１
２
２
２

市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
31
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　この事業は、南魚沼地域で「活気あふれ、うるおいのあるまちづくり」をめざし、活動している地域住
民やコミュニティ団体の取組みを支援します。

芸術･文化振興事業

ふるさとコミュニティ支援事業

地域創生支援事業

その他に協議会で取り組む事業（予定）
幼児児童健全育成事業（�管内保育園・小学校などで絵本の読み聞かせの取

組み）
魚沼ビジネス交流事業（管内企業の取引拡大を支援する交流会を支援）
広域交流ミーティングパーティー事業（未婚男女に出会いの場を提供）
※ミーティングパーティーを運営、主催したい団体の相談に応じます
国際観光推進事業（国際観光を推進する事業を支援）

申請方法
対 象 団 体　活動の本拠地が南魚沼地域（南魚沼市・湯沢町）にある団体
補助対象額　事業に係る費用から事業収入・寄付金などを差し引いた額
提 出 書 類　補助金交付申請書を企画政策課〔南魚沼市役所〕に提出
締　切　り　4月22日㈮
※書類審査を行い、結果を5月下旬にお知らせします
　申請書は、企画政策課、大和・塩沢市民センター、湯沢町役場�総務部�企画政策課まで
　市ウェブサイトからもダウンロード可（サイト内で� 南魚沼　ふるさと基金 �で検索）

南魚沼地域 ふるさと基金事業
～平成28年度事業を募集～

 【問合せ・申込み】　南魚沼地域広域計画協議会（南魚沼市と湯沢町で組織）
 事務局：南魚沼市役所 企画政策課　☎773－6672

対　 象 ・地域で保存が必要な伝統芸能を引き継ぐための後継者育成事業
・伝統芸能を通じた世代間交流を推進する事業

補 助 額 補助対象額の2/3以内（上限15万円）
予 算 枠 120万円

対　 象 南魚沼地域内外からの集客があり、地域の活性化を図るイベントなどの広域的な活動
補 助 額 補助対象額の2/3以内（上限50万円）
予 算 枠 総額320万円（大和地域、六日町地域、塩沢地域、湯沢町に各80万円）

対　 象

団体が行う快適でうるおいのある地域をつくるためのコミュニティ活動
対象外の事業
　・飲食・物販など、一過性のイベント活動を目的とした事業
　・行政区単位・旧村単位などで例年行っている地域独自のイベントや祭礼
※補助回数が多い団体は補助額が減額、または対象外となります
　〔4回目：2/3、5回目：1/2、6回目以上：対象外〕

補 助 額 補助対象額の2/3以内（上限10万円）
予 算 枠 100万円
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漁師の父さん、やっと生き残る～「津波」って大変なことなんだ～
� 東日本大震災［平成23年3月］（釜石市　震災当時小学校4年　女子）　
　避難する途中に海が見える広場があって、津波は自分たちも見たことがないから、「どんなんだろ
う」と思って見てみたら、海がありませんでした。
　「何でないんだろう」って思いながら、そのまま津波は見ないで行きました。後から知ったのです
が、その時は波が引いていて、海が見えなかったのです。
　私のお父さんは漁師で、何日かたって生きていることが分かり
ましたが、津波にのみこまれて死にそうだったみたいです。やっ
と生き残ったんだという話をいっぱい聞かされました。私はびっ
くりしたというか、「生きていたんだ」とうれしかったです。
　父さんと一緒にいた人が亡くなったことも聞きました。「津波」、
「津波」って簡単に言っているけど、大変なことなんだなって思
いました。

【問合せ】総務課　防災庶務班
 ☎773－66601日前プロジェクト（災害に備えて）

新ごみ処理施設建設候補地を募集中
～評価項目が決定しました～

 【問合せ・申込み】廃棄物対策課　☎782－0339

　南魚沼市・魚沼市・湯沢町では、新ごみ処理施設の建設候補地を募集しています。2市1町共同で建設
し、平成35年に稼働する計画です。
　候補地の募集期間は、4月30日㈯までです。詳しくは、市報平成27年10月15日号をご覧ください。
　建設候補地の評価項目が決定しました。一次選定として、施設建設における資格判定を行います。二次
選定として、参考要素・基本要素・重要要素に基づき点数化し、評価を行います。
◇一次選定（資格判定項目・資格判定基準）

要　素 資格判定項目 資格判定基準

土地利用

法規制 農業振興地域農用地区域に指定されている場合、除外ができること
有効敷地面積の確保 有効敷地面積として2.0ヘクタール以上が確保できること

平坦地の確保 おおむね120メートル×80メートルの四角形が納まる平坦地を造成に
より確保できること

環境保全
法規制 国立公園、国定公園、県立自然公園、県自然環境保全地域、郷土環境

保全地域、鳥獣保護区、水道水源保全地域に指定されていないこと
希少動植物の存在 候補地内に希少な動植物の営巣と植生が確認されないこと
活断層の有無 候補地は活断層上にないことを文献資料から確認すること

合意形成 地権者の理解 地権者が同意、または同意が見込まれること
◇二次選定（候補地の評価項目）　※評価基準の詳細は、問い合わせください（市ウェブサイトにも掲載）

要　素 評　価　項　目

参考要素 水源地からの距離、景観、埋蔵文化財、抵当権、近隣の住宅・施設など（学校・病院・福祉
施設）への距離

基本要素 土地の地質、造成空間の確保、地域振興策の内容、地域振興策の経済性、平均運搬距離、交
通量、アクセスのしやすさ

重要要素 災害区域など（指定区域外、対策工事）、地下水量の確保、インフラ整備、農用地区域（除
外見込み）、地元の理解度・協力度

市報 みなみ魚沼　平成28年4月1日発行 16



子育て支援に関する医療費助成
【問合せ】子育て支援課 こども家庭支援班

☎773－6822

子どもの医療費助成事業
助成内容　0 ～ 4歳児　通院・入院…全額助成
5歳児～中学生
通院…�1回につき、530円を超える額を助成（同

月内、同一診療科の場合、5回目以降は
全額助成）

入院…1日につき1,200円を超える額を助成
ひとり親家庭等医療費助成事業

対 象　・ひとり親家庭の父か母とその児童
・�父か母に一定の障がいがある世帯の父か母と
その児童
・�児童を養育する養育者（父母以外）とその児童

助成内容
通院…�1回につき、530円を超える額を助成（同

月内、同一診療科の場合、5回目以降は
全額助成）

入院…1日につき1,200円を超える額を助成
妊産婦医療費助成事業（償還払い）

対象　母子手帳の交付を受けている人
助 成内容　受給者証交付申請日の翌月初日から、
出産日の翌月末分の医療費（高額療養費・附加
給付を除く）

申 請窓口　子育て支援課、大和・塩沢市民セン
ター
※診療月の末日から6か月以内に申請ください
必 要書類　受給者証、領収書、保険証、口座番号
の控え、印鑑

共通事項
事 業目的　疾病の早期発見と早期治療を促進し、
対象者の経済的負担の軽減を図る

助成対象　保険適用分のみ

子育て世帯への手当
【問合せ】子育て支援課 こども家庭支援班

☎773－6822

児童手当
対 象　中学校を卒業するまでの子どもを育ててい
る人

支給額（月額、子ども1人あたり）
　3歳未満：15,000円

　3歳～小学生�　・第1・2子：10,000円
� � 　・第3子以降：15,000円
　中学生：10,000円
※�子どもを養育している人の所得が限度額以上の
場合、特例給付として月額一律5,000円を支給

支給月　2・6・10月に4か月分を支給
児童扶養手当

対 象　・離婚などで父か母がいない家庭
・父か母に一定の障がいがある
・児童を養育する養育者（父母以外）

支 給額　月額9,990円～ 42,330円（所得に応じ、
支給額が変わります。子ども2人目5,000円、3
人目以降3,000円を加算。8月に改定予定）

支給月　4・8・12月に4か月分を支給
特別児童扶養手当

対 象　身体か精神に一定の障がいのある20歳未
満の子どもを家庭で育てている父母・養育者

支 給額　子どもの障がいの状態により、1級：
51,500円、2級：34,800円（1人あたりの月額）

支給月　4・8・11月に4か月分を支給
共通事項

いずれも申請が必要で、所得制限があります。

子育てに関する教室
【問合せ】保健課　☎773－6811

マタニティサロン
　夫の妊婦体験・赤ちゃんの抱っこ体験、話し合
いなどから子育てをイメージする教室です。
対象　妊娠中期の夫婦
※日程は、母子手帳交付時に案内

育児学級
　小児科医から病気や育児の話を聞いたり、参加
者同士の交流を図る教室です。
対象　主に生後2・3か月児の育児をしている人
※日程は、出生届時に案内

育児力アップ講座
　「子どもの言葉」を育むための講話やふれあい
遊びを体験できます。
対象　主に生後5・6か月児の育児をしている人
※日程は、4か月児健診時に案内

共通事項
会場　ふれ愛支援センター
参加費　無料

南魚沼市の子育て支援サービス
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テ
ー
マ
展
示

み
ど
り
を
い
っ
ぱ
い
に
！ 

　

野
菜
作
り
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に

役
立
つ
本
を
集
め
て
い
ま
す
。
毎

年
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

昭
和　

　

４
月
２９
日
の
「
昭
和
の
日
」
に

ち
な
ん
で
昭
和
時
代
を
振
り
返
る

本
な
ど
、
関
連
本
を
特
集
し
ま
す
。

さ
く
ら　

　

春
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
桜
。
小
説
・
絵
本
・
図
鑑

や
写
真
集
な
ど
、
多
種
多
様
な
本

が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

か
ら
、
い
ち
お
し
の
本
を
紹
介
し

ま
す
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
特
集

　

４
月
２
日
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
誕
生
日
を
記
念
し
た
「
国
際
子

ど
も
の
本
の
日
」
で
す
。
生
誕
を

記
念
し
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
特
集

し
ま
す
。

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

０２

�

～
本
に
感
動
、
映
画
に
感
激
～ 

　

金
原
端
人
さ
ん
が
昨
年
９
月
に

創
刊
し
た
「
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
」
第

２
弾
で
紹
介
し
て
い
る
映
画
の
原

作
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ジ
ブ
リ
映
画
「
ハ
ウ
ル
の
動
く

城
」
や
「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」
な

ど
、
１６
作
品
の
原
作
本
で
あ
る
海

外
小
説
を
展
示
し
ま
す
。
映
画
と

は
違
う
原
作
本
の
魅
力
を
感
じ
て

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

ス
タ
ン
プ
集
め
て
図
書
館

し
お
り
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う

⃝ 

ス
タ
ン
プ　
貸
し
出
し
の
冊
数

分
、
専
用
台
紙
に
ス
タ
ン
プ
を

押
し
ま
す
。
１０
個
集
ま
っ
た
ら
、

図
書
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

⃝ 

期
間　
４
月
２３
日
㈯
～

　

５
月
１２
日
㈭

⃝ 

対
象　
～
中
学
生　

※�

小
学
生
以
上
は
、
自
分
で
本
を

選
ん
で
借
り
て
く
だ
さ
い

４
月
の
読
書
の
つ
ど
い

と
も
だ
ち
た
く
さ
ん�

大
集
合
！

⃝
日
時　
４
月
１６
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

⃝
会
場　
図
書
館�

多
目
的
室　

⃝
テ
ー
マ　
「
と
も
だ
ち
」　

⃝�

内
容　
大
型
絵
本
「
た
ま
ご
に

い
ち
ゃ
ん
ぐ
み
」・
読
み
聞
か

せ
・
本
の
紹
介
な
ど

全
体
会
で
お
話
を
聞
い
た
あ
と
、

小
学
生
と
幼
児
に
分
か
れ
て
手

遊
び
や
「
と
も
だ
ち
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

⃝�

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

⃝� 

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
ほ
か
、
ど
な
た
で
も

絵
本
の
へ
や

　

楽
し
い
「
絵
本
の
へ
や
」
に
、

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？�

乳
幼
児

向
け
の
楽
し
い
絵
本
を
毎
回
用
意

し
て
、
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
と
も
だ
ち
と
の
出
会
い

も
あ
る
よ
！

⃝�

期
日　
毎
週
水
曜
日�

　

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

⃝�

会
場　
図
書
館�

多
目
的
室

⃝�

対
象　
０
歳
～
入
園
前
の
幼
児

⃝�

内
容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手

遊
び
・
絵
本
・
紙
芝
居
・
読
み

聞
か
せ
な
ど

巡
回
図
書
を
利
用
く
だ
さ
い

　

３
月
１７
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
２
０
０
冊
を
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
大
和
図
書
室
は
、

４
月
２１
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。

［  南魚沼市］  月～金9：30 ～ 20：00（土日日祝は19：00まで）　
休館（図書整理日）7日㈭、18日㈪～ 22日㈮※

［  大　　和］  ☎777－4671　火～日 9：00 ～19：00　休館
月（祝日の場合は翌日）、4日㈪～８日㈮※

［塩　　沢］    ☎782－0100　火～金 9：00 ～ 20：00（月土
日日祝は17：00まで）休館 11日㈪～15日㈮※

※蔵書点検のため臨時休館です

4月の開館日時

【申込み・問合せ】
南魚沼市図書館
☎773－6677

みんな　の
図書館

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
！

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
図
書
館

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
７

　

も
う
す
ぐ
こ
ど
も
の
日
。
画
用

紙
で
自
分
だ
け
の
こ
い
の
ぼ
り
を

作
ろ
う
。

日
時　
４
月
２２
日
㈮

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
大
和
公
民
館

内 

容　

手
袋
人
形
・
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
・
工
作
な

ど
対
象　
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

４
月
か
ら
南
魚
沼
市
図
書
館

の
休
館
日
が
変
わ
り
ま
す

⃝
休
館
日

・
第
１
木
曜
日

・�

第
３
木
曜
日（
図
書
整
理
日
）
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漫才のＤＥＮＤＯ　全国ツアー in新潟
　本格漫才寄席が南魚沼に上陸！�厳選されたよしも
と漫才師たちの真剣勝負をお楽しみください。
⃝日　時　6月26日㈰
　13：30 ～（開場13：00）�
⃝会　場　市民会館　
　　　　　　大ホール
⃝出　演　
　中田カウス・ボタン、
　COWCOW、
　トレンディエンジェル、
　トータルテンボス、
　ハイキングウォーキング
⃝入場料　全席指定　3,000円（当日3,500円）
　市民会館、会館プレイガイドで発売中

南魚沼市民会館
受付8：30 ～ 17：15

4月の休館：毎週月曜日
☎773－5500　FAX 772－8161
URL http：//www.6bun.jp/kaikan/

第1期　リクエスト展　浮世絵+日本画+加山又造
⃝期　間　6月12日㈰まで

棟方志功アートステーション

［ＪＲ六日町駅1階]　☎770－1173 ￥  一般500円／小中高250円
URL http：//www.m-uonuma.jp/m-artstation/

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
4月の休館：1日㈮

☎783－4500　FAX 783－3388
URL http：//www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥ 一般500円／小中高250円
常設展 　~彫る 摺

す

る 画
か

く~「棟方志功の世界」
企画展 　⃝期　間　～ 6月15日㈬まで

「藤田嗣治とヴラマンク生誕記念展 パリ派と野獣派」
　藤田嗣治130年、ヴラマンク140年の生誕を記念し
た展示。

「花のある風景 片岡球子を中心に」
　片岡球子の描く力強い富士と色鮮やかな花を中心に
展示。
※�南魚沼名水コーヒーと入館料のお得なセットを好評
発売中

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30まで）
4月は毎日開館します

今泉記念館アートステーション

富岡惣一郎「幽玄の美」
⃝期　間　7月11日㈪まで
　富岡が描いた「白の世界」は雪の白だけではなく、
中国桂林の深い霧など、森羅万象に及んでいます。奥
深く荘厳な自然の幽玄美をご覧ください。

市民ギャラリー開設
　ラウンジの壁面に市民の作品発表の場「市民ギャラ
リー」を開設しました。小スペースですが、利用くだ
さい。詳しくは、問い合わせください。
※�4月30日㈯まで「若井健一写真展～喜びの春～」を
開催中

トミオカホワイト美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

4月の休館：毎週水曜日
☎775－3646　FAX 775－3650　URL http：//www.6bun.jp/white/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）
4月の「市民無料の日」は、8日㈮、18日㈪、28日㈭

霜鳥健二彫刻展 ～鉄～
⃝期　間　4月4日㈪まで
　市内出身の彫刻家による鉄を素材にした個展。

高橋和義回顧展 ～春待つ残雪の里～
⃝期　間　4月8日㈮～ 4月25日㈪
　十日町市出身で、雪どけ
の風景を描き続ける高橋和
義さんの個展。
ギャラリートーク
　4月9日㈯　14：00 ～

池田記念美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

4月の休館：毎週水曜日、5日㈫、7日㈭、26日㈫、28日㈭
☎780－4080　FAX 777－3815　URL http：//www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下（無料）

『北越雪譜』挿絵紹介その９
　牧之は十返舎一九の勧めで、文政11年（1828年）9
月8日～ 14日に、当時はほとんど知られていなかっ
た秋山郷を旅します。この絵には絶壁にしがみつくよ
うに進んでいる牧之自
身の姿が描かれ、旅の
困難さがうかがえます。

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782－9860　￥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00 ～ 16：30 
4月の休館：毎週火曜日

「秋山絶壁の図」

中田カウス・ボタン
雪解け川
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郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
41

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

�
郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－

２
１
９
７

川
・
五
十
沢
川
の
両
岸
の
「
六
日

町
工
区
」
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
概
要
と
大
和
工
区
に
つ
い

て
は
、
市
報
３
月
１
日
号
で
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
東
部
開
拓
」
六
日
町
工
区

　

六
日
町
工
区
に
あ
た
る
六
日
町

の
魚
野
川
右
岸
の
城
内
・
五
十
沢

地
区
は
、
山
と
河
川
に
挟
ま
れ
た

土
地
に
小
さ
な
ほ
場
が
段
々
に
存

在
し
、
耕
作
道
も
未
整
備
で
ま
さ

に
江
戸
時
代
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

城
内
地
区
を
流
れ
る
宇
田
沢
川
、

五
十
沢
地
区
を
流
れ
る
五
十
沢
川
、

両
地
区
を
流
れ
る
三
国
川
な
ど
の

渓
流
水
を
ほ
場
の
水
源
と
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
河
川
に
は
堰せ

き

が
２６
か
所
も
あ
り
、
渇
水
期
の
水

争
い
が
絶
え
ず
、
用
水
の
管
理
に

は
と
て
も
苦
心
し
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

開
拓
事
業
は
、
昭
和
３３
年
度
か

ら
農
林
省
直
轄
で
開
拓
に
向
け
た

調
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

調
査
は
、
大
和
工
区
を
基
本
調
査

地
区
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で

し
た
。

　

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
制
度

南
魚
沼
市
の
石
碑
③

国
営
魚
野
川
東
部
開
拓
建
設
事
業

六
日
町
工
区
竣
工
記
念
碑

「
春
水
満
四
田
」〔
舞
台
〕

建
立　
昭
和
５２
年
１０
月

　

五
城
土
地
改
良
区�

揮き

毫ご
う　

田
中
角
栄

　

国
営
魚
野
川
東
部
開
拓
建
設
事

業
は
、
西
部
開
田
と
並
び
、
南
魚

沼
で
の
大
き
な
開
田
事
業
の
一
つ

で
す
。

　

こ
の
開
拓
は
、
大
和
町
と
小
出

町
に
ま
た
が
る
水
無
川
両
岸
の
八

色
原
一
帯
の
「
大
和
工
区
」
と
、

魚
野
川
右
岸
の
宇
田
沢
川
・
三
国

化
さ
れ
、
昭
和
３６
年
に
六
日
町
工

区
が
同
事
業
の
調
査
指
定
地
域
と

な
り
ま
し
た
。
昭
和
３５
年
に
城
内

土
地
改
良
区
が
、
昭
和
３８
年
に
五

十
沢
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
大
和
工
区
に
少
し
遅
れ
、

開
拓
に
向
け
た
準
備
が
よ
う
や
く

整
い
ま
し
た
。
両
土
地
改
良
区
は
、

そ
の
後
合
併
し
、
昭
和
４０
年
に
五

城
土
地
改
良
区
と
な
り
ま
し
た
。

　

六
日
町
工
区
は
、
当
初
造
成
す

る
ほ
場
の
す
べ
て
を
田
と
し
て
計

画
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
和

工
区
と
同
様
に
、
昭
和
４５
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
米
の
生
産
調
整
に
よ

り
開
田
が
抑
制
さ
れ
、
既
成
田
以

外
は
水
平
畑
の
造
成
に
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
４１
年
１１
月
に
着
工
し
、
昭

和
５３
年
に
完
工
し
た
六
日
町
工
区

は
、
河
川
に
多
数
あ
っ
た
水
源
の

堰せ
き

を
宇
田
沢
川
頭
首
工
、
三
国
川

頭
首
工
、
五
十
沢
川
頭
首
工
（
写

真
）
の
３
か
所
に
ま
と
め
ま
し
た
。

幹
線
用
水
路
は
１１
路
線
で
３２
．５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幹
線
排
水
路
は

１７
路
線
で
２０
．７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

舗
装
さ
れ
た
幹
線
道
路
は
２２
．０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
ほ
場
は
大
和
工
区
と
同
様
に

３０
ア
ー
ル
（
３０
メ
ー
ト
ル
×
１
０

０
メ
ー
ト
ル
）
の
区
画
で
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
城
内
・
五
十
沢
地
区

の
当
時
の
受
益
戸
数
は
１
，４
３

８
戸
で
し
た
。

　

開
拓
に
よ
り
田
９
７
０
．６
ヘ

ク
タ
ー
ル
［
８
８
８
．１
ヘ
ク

タ
ー
ル
］、
畑
１
５
０
．７
ヘ
ク

タ
ー
ル
［
２
０
１
．
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
］、
導
水
路
２
１
５
．０
ヘ
ク

タ
ー
ル
［
６４
．２
ヘ
ク
タ
ー
ル
］

が
整
備
・
造
成
さ
れ
、
１
８
９
．

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
っ
た
原
野
な
ど

は
６
．６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
ま

し
た
。

※
［　

］
内
は
開
拓
前
の
面
積

　

石
碑
の
碑
文
は
「
全
国
有
数
な

豪
雪
地
帯
の
故
を
も
っ
て
、
後
進

性
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
五
城

地
区
農
民
に
と
っ
て
、
潮
の
如
く

打
ち
寄
せ
る
農
業
近
代
化
に
対
応

の
で
き
る
基
盤
の
整
備
は
、
永
年

の
悲
願
で
あ
っ
た
」
と
始
ま
り
、

「
こ
の
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
農

業
経
営
規
模
の
拡
大
及
び
農
村
工

業
と
の
調
和
に
よ
る
近
代
的
農
業

地
帯
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
已
ま
な
い
」
と
結
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
傍
ら
に
は
完
成
時
の
情

景
を
刻
ん
だ
石
碑
（
写
真
）
も
あ

り
ま
す
。

参
考
資
料

「
国
営
魚
野
川
東
部
開
拓
建
設
事

業
誌
」
北
陸
農
政
局

国
営
魚
野
川
東
部
開
拓
建
設
業

六
日
町
工
区
竣
工
記
念
碑�

碑
文三国川頭首工わき石碑 三国川頭首工
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公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内
ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

ディスポート南魚沼
４月の休館日：毎週月曜日

南魚スポーツパラダイス会員募集中! 
　総合型地域スポーツクラブ南魚スポーツパラダイス（スポパラ）は年会費6,170円で、さまざまな教室が「無料」
「割引価格」で受講できます。　
　あなたもスポパラ会員になってさまざまな教室に参加し、楽しみながら健康増進に励みませんか？

平成28年度 第1期（4月～ 7月）陸の教室参加者募集 第2弾! 
⃝申込み受付　4月5日㈫　9：00 ～

南魚沼市体育施設
　屋外体育施設は、雪消え状況により順次オープンします。
　オープン予定日・整備状況などは、ディスポート南魚沼に問い合わせください。

さわらび操作講習会 参加者を募集
 【問合せ】大和公民館　☎777－4671
　コミュニティホール「さわらび」の舞台・照明・音響の操作講習会を開催します。
日時　4月29日（金・祝）� 会場　コミュニティホール「さわらび」
　　　午後1時30分~4時������ 定員　5人（先着順）
持ち物　軍手、タオル�※参加費無料、動きやすい服装でおこしください

「さわらび操作師会」～メンバーを募集～
　コミュニティホール「さわらび」の舞台・照明・音響設備などの裏方の仕事をし、発表会などの舞台づくり
を支える操作師会のメンバーを募集しています。
条件　16歳以上

教室名 開催曜日・
開始時間

教室
初日 教室内容

受講料
スポパラ

会員 一般

介護予防運動
若返り筋力アップ教室

金 13：30 ～
14：30

4/22
全8回

介護予防運動指導員でもある鍼灸師の
講師が、健康講座を交えながら自宅で
できる無理のない介護予防運動を紹介。
元気なうちから体を動かすことで介護
予防をしましょう！
先着20人

無料 4,110円

スポーツ教室
体育寺子屋（春期） 日 9：30 ～

11：30

5月
中旬
全5回

「楽しく体を動かしたい」「運動が苦
手」な小学生たち集まれ！�体を動か
すことの楽しさや、自分自身の「でき
る」をみつけよう。
先着40人

無料 3,080円

注意事項
◇受付は、先着順。各教室とも定員に達し次第締め切り
◇�申込み開始時間の30分前から予備受付を行い、申込み開始時刻に定員を超える場合は、申込み開始時刻と同時
に締め切り、その場で抽選
◇日程は都合で変更する場合あり。詳しくは、各教室参加者募集要項をご覧ください
◇保険料は、年会費と受講料に含まれています。（申込み教室のみ有効）
◇各教室とも最少催行人数に満たない場合は、中止する場合あり
◇教室の詳しい内容など、不明な点はスポパラ事務局まで
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【
問
合
せ
】
保
健
課

�
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

平
成
２８
年
度 

住
民
健
診

　

住
民
健
診
（
基
礎
健
診
・
が
ん

検
診
を
含
む
）
が
５
月
か
ら
は
じ

ま
り
ま
す
。
住
民
健
診
の
日
程
、

健
診
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
程　
５
月
中
旬
～
１１
月
下
旬

　

対
象
の
行
政
区
・
日
程
の
詳
細

は
、
今
号
と
同
時
配
布
の
住
民
健

診
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

婦
人
検
診
は
別
日
程
で
す

健
診
の
流
れ　

①
通
知
書
の
送
付　

　

お
住
ま
い
の
行
政
区
に
該
当
す

る
健
診
日
の
約
１
か
月
前
に
実
施

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
受
付
時

間
や
料
金
な
ど
を
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

原
則
、
申
込
み
が
な
い
と
実
施

通
知
書
を
郵
送
し
ま
せ
ん
。

４０
～
７４
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
、
健
診
調
査
票
を
未
提

出
の
人
に
も
実
施
通
知
書
を
郵

送
し
ま
す

② 

健
診
日
の
変
更
、
健
診
項
目
の

追
加
・
取
消

　

健
診
日
の
変
更
な
ど
は
、
保
健

課
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
健
診
準
備

　

質
問
票
を
事
前
に
記
入
し
、
健

診
時
に
持
参
く
だ
さ
い
。
実
施
通

知
書
同
封
の
「
健
診
受
診
の
ご
案

内
」
を
事
前
に
お
読
み
く
だ
さ
い
。

④
健
診
日
当
日

　

実
施
通
知
書
と
必
要
書
類
な
ど

を
持
ち
、
健
診
会
場
に
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

※�

無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
は
、

ク
ー
ポ
ン
券
と
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
を
、
４０
歳
以
上
で
基

礎
健
診
を
受
け
る
人
は
、
保
険

証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
加
入
者
の
被
扶
養
者

で
、
特
定
健
診
を
市
の
健
診
会

場
で
受
診
す
る
人
は
、
加
入
す

る
保
険
者
（
協
会
け
ん
ぽ
な

ど
）
か
ら
送
付
さ
れ
た
特
定
健

康
診
査
受
診
券
と
保
険
証
を
持

参
く
だ
さ
い

⑤
受
診
後
の
健
診
結
果

　

受
け
た
健
診
ご
と
に
、
１
か
月

～
１
か
月
半
後
に
、
結
果
を
郵
送

し
ま
す
。

年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
て
自
身

の
健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

受
診
方
法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
な

ど
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

２
期
の
接
種
券
の
送
付

　

対
象
者
（
年
長
児
）
に
、
麻
し

ん
風
し
ん
予
防
接
種
２
期
の
予
診

票
兼
接
種
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

接
種
期
限
は
平
成
２９
年
３
月
３１

日
で
す
が
、
忘
れ
な
い
よ
う
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
機
関
に
予
約
を
し
、
母
子

手
帳
と
予
診
票
兼
接
種
券
を
持
参

し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

接
種
券
の
送
付

　

平
成
２８
年
度
に
新
た
に
高
齢
者

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
対
象
と
な

る
人
に
、
接
種
券
を
送
付
し
ま
し

た
。

対 

象　
４
月
１
日
～
平
成
２９
年
３

月
３１
日
に
、
６５
・
７０
・
７５
歳
に

な
る
人

　

前
年
度
以
前
に
接
種
券
か
対
象

者
証
明
書
の
送
付
を
受
け
未
接
種

の
場
合
は
、
今
年
度
も
そ
の
接
種

券
な
ど
を
使
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の

特
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
で
、
平

成
２７
年
度
中
に
接
種
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
平
成
２８
年
度
の
接
種
券

を
送
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者

へ
の
給
付
金

　

昭
和
２３
年
～
昭
和
６３
年
の
間
に
、

７
歳
に
な
る
ま
で
に
集
団
予
防
接

種
や
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を

受
け
た
人
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
集
団
予
防
接
種
な
ど

で
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染

し
た
人
（
そ
の
相
続
人
を
含
む
）

に
、
病
態
に
応
じ
て
５０
万
円
～
３
，

６
０
０
万
円
の
給
付
金
な
ど
を
支

給
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
る
に
は
、
救
済

要
件
を
満
た
し
、
そ
の
病
態
を
証

明
す
る
た
め
に
、
医
療
機
関
な
ど

か
ら
必
要
な
証
拠
を
収
集
し
て
、

国
を
相
手
と
し
た
国
家
賠
償
請
求

訴
訟
を
提
起
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

裁
判
上
の
和
解
手
続
き
に
よ
り
、

救
済
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
証
拠

か
ら
確
認
で
き
た
人
に
、
給
付
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
一
連
の
手
続
き
の
一

部
、
ま
た
は
全
部
を
弁
護
士
に
依

頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
厚
生

労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
各
地
の

弁
護
団
の
連
絡
先
へ
の
リ
ン
ク
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（「
Ｂ
型
肝

炎　

弁
護
士
」
で
も
検
索
可
）

　

職
場
な
ど
の
健
康
診
断
で
肝
炎

ウ
ィ
ル
ス
検
査
を
受
け
る
機
会
が

な
い
人
は
、
市
の
住
民
健
診
や
保

健
所
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
内
で
「
Ｂ
型
肝
炎
訴

訟
」
で
検
索
く
だ
さ
い
。

給
付
金
に
関
す
る
問
合
せ　

厚
生
労
働
省�

電
話
相
談
窓
口

☎
０
３

－

３
５
９
５

－

２
２
５
２

（
年
末
年
始
を
除
く�

�

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※�

住
民
健
診
日
程
に
つ
い
て
は
、

保
健
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
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⃝受付・診療時間　午前：月曜～土曜　〔受付〕8：30 ～ 11：30　〔診療〕9：00 ～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　第1・第3土曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土
日

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

※�患者の送迎は4月1日㈮から予約制となります。送迎を希望
する場合は、診療日前日までに電話で申し込みください

1日 2日 3日
髙橋（広） ◆堀内 休診

4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日
髙橋（広）
田中 福本 ◆寺田

福本 髙橋（広） 髙﨑（朗） 髙橋（広） 福本 休診 休診

11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日
髙橋（広）
田中 福本 ◆寺田 髙橋（広） 髙﨑（朗） 髙橋（広） 薄田 休診

18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日
髙橋（広）
田中 福本 ◆寺田

福本 髙橋（広） 髙﨑（朗） 髙橋（広） 福本 休診 休診

25日 26日 27日 28日 29日 30日
髙橋（広）
田中 福本 ◆寺田

福本 髙橋（広） 髙﨑（朗） 休診
（昭和の日） 福本 休診

お知らせ � ◆�寺田医師と堀内医師の診療は待ち時間解消のため、予約優先となります。予約のない受診
は、待ち時間が長くなる場合があります。

4月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

【
問
合
せ
】
保
健
課 

母
子
保
健
班

�
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
は
、
子
育
て
に
困
り

感
の
あ
る
保
護
者
や
、
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
集
ま
り
で
す
。
月

１
回
開
催
し
、
情
報
交
換
や
ミ
ニ
勉
強
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
・
５
月
の
開
催
期
日　

・
４
月
１４
日
㈭

　

内
容
…
話
合
い

・
５
月
１１
日
㈬

　

内
容
…�

学
校
教
育
課�

指
導
主
事
の
話

を
聞
こ
う

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

時
間　
午
前
１０
時
～
１１
時

会
場　
本
庁
舎
南
分
館
２
階�

会
議
室

参
加
者
の
声

・�

進
級
・
進
学
で
担
任
の
先
生
や
環
境
が

か
わ
る
こ
と
に
、
子
ど
も
と
と
も
に
不

安
な
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
た
が
、
同
じ

思
い
を
持
つ
人
が
い
る
こ
と
を
知
り
、

少
し
安
心
し
ま
し
た
。

・�

学
校
教
育
課
の
指
導
主
事
の
話
が
、
進

学
な
ど
を
考
え
る
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

若
者
支
援
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　
「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
」

「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」
な
ど

の
悩
み
や
苦
手
感
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感
覚
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
や
感
じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、

交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
４
月
２１
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

対 

象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
か
ら

３９
歳
の
人

会 

場　

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階�

音
楽
室

講 

師　
川
島
崇
照
さ
ん
（
川
島
崇
照
メ
ン

タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
ス
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

参
加
者
の
感
想

　

す
べ
て
の
価
値
観
が
同
じ
で
は
な
く
、

自
分
と
違
い
が
あ
っ
て
も
、
否
定
せ
ず
に

受
け
と
め
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
楽
し
く

会
話
が
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
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市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板

【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
０

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程
～

３
月
定
例
会
【
一
般
質
問
】

　
「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
３
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
中
で
す
。

放
送
予
定
議
員

（
質
問
順
位
、
敬
称
略
、
４
月
４

日
㈪
か
ら
放
送
予
定
）

永
井
拓
三
、
中
沢
一
博

勝
又
貞
夫
、
腰
越　

晃

佐
藤　

剛
、
塩
川
裕
紀

寺
口
友
彦
、
田
村
眞
一

清
塚
武
敏
、
中
沢
俊
一

塩
谷
寿
雄
、
阿
部
久
夫

岡
村
雅
夫
、
関　

常
幸

牧
野　

晶
、
今
井
久
美

林　

茂
男
、
若
井
達
男

桑
原
圭
美
、
笛
木　

晶

黒
滝
松
男

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
農
林
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
３

　
農
業
委
員
会

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
４

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」

農
地
の
貸
し
借
り
の
相
談
を

　
「
高
齢
で
農
業
を
続
け
ら
れ
な

い
」「
農
地
を
相
続
し
た
が
、
農

作
業
が
で
き
な
い
」「
規
模
拡
大

の
た
め
、
農
地
を
貸
し
て
欲
し

い
」
な
ど
、
農
地
の
貸
し
借
り
は
、

農
林
課
・
農
業
委
員
会
、
農
協
に

相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
提
供
者
へ
の
支
援

経
営
転
換
協
力
金

対 

象　
経
営
転
換
や
リ
タ
イ
ヤ
す

る
農
業
者
、
農
地
の
相
続
人

交 

付
要
件　
全
農
地
を
１０
年
以
上

機
構
に
貸
し
付
け
、
か
つ
機
構

か
ら
受
け
手
に
貸
し
付
け
ら
れ

る
こ
と

交 

付
金
額　
～
０
．５
ヘ
ク
タ
ー

ル
：
３
０
０
，０
０
０
円
、
０
．

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
～
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
：
５
０
０
，０
０
０
円
、
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
～
：
７
０
０
，０

０
０
円

耕
作
者
集
積
協
力
金

対 

象　
自
作
地
：
機
構
の
借
り
受

け
農
地
に
隣
接
す
る
農
地
を
貸

し
付
け
た
所
有
者

貸
付
地
・
借
地
：
所
有
者
が
農

地
を
機
構
に
貸
し
付
け
た
場
合

の
当
該
農
地
の
耕
作
者

交 

付
要
件　
交
付
対
象
農
地
を
１０

年
以
上
機
構
に
貸
し
付
け
、
か

つ
機
構
か
ら
受
け
手
に
貸
し
付

け
ら
れ
る
こ
と

※�

す
で
に
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る

農
地
は
対
象
外

交
付
金
額
（
１０
ア
ー
ル
当
た
り
）

　

平
成
２８
年
・
２９
年
：
１
０
，０

０
０
円
、
平
成
３０
年
：
５
，０
０

０
円

農
地
中
間
管
理
機
構
の
仲
介
条
件

・�

賃
借
料
の
支
払
い
は
金
銭
契
約

で
あ
る
こ
と
（
指
定
口
座
を
通

じ
た
支
払
い
）

・�

事
務
手
数
料
（
賃
借
料
の
１
％

＋
消
費
税
）
が
農
地
の
貸
し
手

と
受
け
手
と
も
に
必
要

地
域
（
集
落
）
へ
の
支
援

地
域
集
積
協
力
金

　

地
域
内
農
地
の
一
定
割
合
以
上

を
、
機
構
に
貸
し
付
け
る
こ
と
で

交
付
金
が
で
ま
す
。
詳
細
は
、
農

林
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

締 

切
り　
春
募
集
分
：
４
月
１５
日

㈮
、
秋
募
集
分
（
予
定
）：
１１

月
１５
日
㈫

【
問
合
せ
】

　
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

�

☎
７
７
２

－

３
７
４
２

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

対
象

・�

家
庭
内（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・

離
婚
・
相
続
な
ど
）、
親
族
間
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
・
悩
み
ご

と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

・�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

日
時　
４
月
１７
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

※
予
約
不
要

会 

場　
塩
沢
庁
舎
２
階

　

２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
髙
橋
文
子
〔
中
子
新
田
〕

　

☎
７
８
２

－

４
９
３
７

・
木
村
惠
美
子
〔
君
沢
〕

　

☎
７
８
３

－

３
８
０
７

・
阿
部
正
廣
〔
島
新
田
〕

　

☎
７
８
２

－

０
８
５
０

・
貝
瀬
秀
行
〔
金
清
坊
（
長
崎
）〕

　

☎
７
８
２

－

０
７
６
４

※�
相
談
日
に
限
ら
ず
、
い
つ
で
も

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す

【
問
合
せ
・
申
請
】

　
福
祉
課 

厚
生
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

第
１０
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

支
給
対
象
者

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
平
成
２７
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
取
る
人
が
い
な
く
、

次
の
順
位
に
よ
る
遺
族
１
人

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
な
ど
の
子
ど
も

３�

．
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
、
②

孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
か
な

ど
の
要
件
で
、
順
番
が
変
わ
り

ま
す
）

４�

．
１
～
３
以
外
の
三
親
等
内
の

親
族
（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時

ま
で
、
引
き
続
き
１
年
以
上
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
）

支 

給
内
容　
額
面
２５
万
円
の
５
年

償
還
の
記
名
国
債

請 

求
期
間　
～
平
成
３０
年
４
月
２

日
㈪

申 

請
窓
口　
福
祉
課
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

第
８
回
・
第
９
回
を
受
給
し
た

人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
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【
問
合
せ
】
廃
棄
物
対
策
課

�
☎
７
８
２

－

０
３
３
９

春
の
一
斉
清
掃
と
不
法
投
棄

の
防
止

春
の
一
斉
清
掃

　

市
で
は
、
毎
年
「
春
の
一
斉
清

掃
の
日
」
を
定
め
、
地
域
の
美
化

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
美
化

運
動
の
実
施
は
、
行
政
区
ご
と
の

取
組
み
で
す
。

　

気
持
ち
の
よ
い
生
活
環
境
を
維

持
す
る
た
め
、
協
力
く
だ
さ
い
。

大
和
地
域
（
環
境
浄
化
の
日
）

期
日　
４
月
２３
日
㈯

六
日
町
・
塩
沢
地
域

期
日　
４
月
２４
日
㈰

※�

行
政
区
で
、
実
施
日
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

不
法
投
棄
の
防
止

　

道
路
脇
の
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
や
、
林
道
・
河
川

敷
の
廃
タ
イ
ヤ
や
家
電
製
品
な
ど

の
不
法
投
棄
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
は
景
観
を
損
な
い
、

地
下
水
汚
染
や
生
活
環
境
の
破
壊

に
も
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

に
従
い
、
適
正
に
処
理
く
だ
さ
い
。

※�

個
人
所
有
の
空
地
や
山
林
に
不

法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
処
理
は
、

所
有
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
不
法
投
棄
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
に
は
法
律
で
５
年
以

下
の
懲
役
か
、
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が

科
せ
ら
れ
ま
す

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ゆ
ず
り
合
う 

や
さ
し
い
マ
ナ
ー
に 

春
の
風
」

　

４
月
６
日
㈬
～
１５
日
㈮
の
１０
日

間
、「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

・�

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・�

後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
歩
行
者
の
保
護

４
月
１０
日
㈰
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
日
」

　

全
国
で
は
記
録
の
残
る
昭
和
４３

年
以
降
毎
日
、
交
通
死
亡
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
い
つ
も

以
上
に
交
通
事
故
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－
２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る『
消
費
生
活
』

無
料
法
律
相
談

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
件
約
３０
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
概
要
を
相
談
員
が
伺
い
ま

す
。

日
時　
４
月
２８
日
㈭

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
市
役
所
本
庁
舎�

南
分
館

　

１
階�
相
談
室

※�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し

ま
し
た

　

４
月
１
日
㈮
に
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
が
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
市
役
所
本
庁
舎�

南
分
館
１

階
（
旧
休
日
救
急
診
療
所
）
に
移

転
し
ま
し
た
。
電
話
番
号
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
育
て
支
援
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

ひ
と
り
親
家
庭

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
支
援
事
業
を
開
始

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
が
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
を
受
験
す
る
た
め
に
受
講
し

た
講
座
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。

対 

象　
市
内
に
住
所
が
あ
る
母
子

家
庭
の
母
か
、
父
子
家
庭
の
父

で
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す

る
所
得
水
準
に
あ
る
人

支 

給
額　
対
象
と
な
る
講
座
の
受

講
修
了
後
に
、
受
講
に
要
し
た

費
用
の
２０
％
を
支
給
し
、
２
年

以
内
に
高
等
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
に
合
格
し
た
場
合
は
、

さ
ら
に
４０
％
を
支
給
し
ま
す
。

※�

希
望
者
は
事
前
に
相
談
く
だ
さ

い

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

特
別
障
が
い
者
手
当
・
障
が

い
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福

祉
手
当
の
受
給
額
改
定

　

４
月
分
か
ら
次
の
金
額
に
改
定

さ
れ
ま
す
。

特
別
障
が
い
者
手
当

　

２
６
，８
３
０
円�

　
（
改
定
前
２
６
，６
２
０
円
）

障
が
い
児
福
祉
手
当

　

１
４
，６
０
０
円�

　
（
改
定
前
１
４
，４
８
０
円
）

経
過
的
福
祉
手
当

　

１
４
，６
０
０
円�

　
（
改
定
前
１
４
，４
８
０
円
）

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　

小
澤
正
明
様
〔
千
葉
県
〕
か

ら
、
１
０
，０
０
０
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

㈱
島
田
組
様
、
㈱
関
電
気
様
、

㈱
ナ
カ
ヨ
シ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
様
か
ら
大
崎
小
学
校
の
水
飲

み
場
（
６
か
所
）
へ
大
型
化
粧

鏡
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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【
問
合
せ
】

　
人
事
院
人
材
局 

試
験
課

�

☎
０
３

－

３
５
８
１

－

５
３
１
１

平
成
２８
年
度 

国
税
専
門
官

採
用
試
験

　

国
税
局
や
税
務
署
で
、
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
国
税

専
門
官
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

受 

験
資
格　

１
：
昭
和
６１
年
４

月
２
日
～
平
成
７
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
、
２
：
平
成
７

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

①
大
学
を
卒
業
し
た
か
平
成
２９

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

人
、
②
人
事
院
が
①
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

申 

込
み　

原
則
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
（「
国
家

公
務
員
採
用
試
験
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
み
」
で
検
索
く
だ

さ
い
）

受 

付
期
間　

４
月
１
日
㈮�

午
前

９
時
～
４
月
１３
日
㈬
［
受
信
有

効
］

試 

験
日　

第
１
次
５
月
２９
日
㈰

〔
会
場
：
高
崎
市
・
さ
い
た
ま

市
・
新
潟
市
・
松
本
市
ほ
か
〕、

第
２
次
７
月
１２
日
㈫
～
７
月

２０
日
㈬
の
間
で
、
第
１
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

〔
会
場
：
さ
い
た
ま
市
ほ
か
〕

合 

格
者
発
表　

第
１
次
６
月
２８

日
㈫�

午
前
９
時
、
第
２
次

８
月
２２
日
㈪�

午
前
９
時

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
国
際
大
学 

教
務
事
務
室（
高
橋
）

�

☎
７
７
９

－

１
４
９
８

�
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
９

－

１
１
８
７

 
メ
ー
ル
：jlp@

iuj.ac.jp
国
際
大
学
２
０
１
６
年
春 

日
本
語
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

留
学
生
に
日
本
語
を
教
え
る
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。
日
本
語
学
習
の
中
級
用
教

科
書
「
中
級
へ
行
こ
う�
第
２
版
」

の
ポ
イ
ン
ト
を
一
緒
に
考
え
、
ま

と
め
て
い
き
ま
す
。

日 

時　
５
月
７
日
・
６
月
４
日
／

２５
日
の
土
曜
日
、
午
前
１０
時
～

午
後
０
時
３０
分
、
午
後
１
時
３０

分
～
４
時

　
（
午
前
・
午
後
別
、
全
６
回
）

※�

都
合
が
つ
く
回
の
出
席
で
可

会 

場　
国
際
大
学
（
教
室
は
当
日

に
案
内
）

料 

金　

１
回
１
，０
０
０
円
（
コ

ピ
ー
代
含
む
。
午
前
・
午
後
別
）

※�

希
望
で
教
科
書
（
２
，２
６
０

円
）
の
当
日
購
入
が
可
能
。
申

込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

締 

切
り　
各
開
講
日
の
３
日
前

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

 

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－
６
６
１
６

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ

の
相
談
会
」
～
秘
密
厳
守
～

　

義
務
教
育
終
了
後
か
ら
３９
歳
ま

で
の
困
難
を
抱
え
た
若
者
へ
の
支

援
と
し
て
、
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

対 

象　

市
内
在
住
の
発
達
障
が

い
・
不
登
校
・
ニ
ー
ト
・
ひ
き

こ
も
り
な
ど
で
お
悩
み
の
若
者

と
そ
の
家
族

日
時　
４
月
２５
日
㈪

　

午
後
２
時
～
３
時

会 

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
１
階�

相
談
室

締
切
り　
４
月
２１
日
㈭

※�
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

相
談
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相

談
に
随
時
応
じ
ま
す

【
問
合
せ
】

　
目
黒
総
合
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

�

☎
０
８
０

－

３
１
９
４

－

６
３
６
１

求
職
者
支
援
訓
練 
簿
記
Ｏ

Ａ
事
務
科
受
講
生
募
集

内 

容　

簿
記
・
仕
訳
・
就
職
支

援
・
文
書
作
成
・
帳
票
作
成
技

能
習
得
（
基
礎
か
ら
学
習
）

期 

間　
５
月
１９
日
㈭
～

　

９
月
１６
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
～

　

午
後
３
時
３０
分

会 

場　

目
黒
総
合
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

〔
魚
沼
市
堀
之
内
〕

費 

用　

無
料
（
教
材
費
１
０
，８

２
２
円
は
必
要
）

定
員　
１０
人

申 

込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
４
月
２２
日
㈮

【
問
合
せ
】

　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

�

☎
０
２
５

－

７
９
４

－

２
４
１
０

事
務
養
成
科
１
期

５
月
入
校
生
募
集

対 

象　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
を

習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
間　
５
月
１３
日
㈮
～

　

８
月
５
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
～

　

午
後
３
時
５０
分

会 

場　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル
〔
西
泉
田
〕

定
員　
１５
人

受 

講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
自
己
負
担
）

申 
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
４
月
１８
日
㈪

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
新
潟
県
教
育
庁 

文
化
行
政
課

�

☎
０
２
５

－

２
８
０

－

５
６
１
９

平
成
２８
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

長
岡
会
場

期 

日　
６
月
１６
日
㈭
、
１０
月
２０
日

㈭
、
平
成
２９
年
２
月
１６
日
㈭

会 

場　

長
岡
地
域
振
興
局�

会
議

室
棟
２
階�

大
会
議
室
〔
長
岡

市
沖
田
〕

新
潟
会
場 

期 

日　
４
月
２１
日
㈭
、
８
月
１８
日

㈭
、
１１
月
１７
日
㈭
、
平
成
２９
年

１
月
１９
日
㈭

会 

場　

新
潟
県
庁�

行
政
庁
舎
か

職
員
会
館
〔
新
潟
市
中
央
区
〕

共
通
事
項

時 

間　
午
前
１０
時
～
午
後
２
時
３０

分
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
）

持 

ち
物　
登
録
す
る
銃
砲
刀
剣
類
、

銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警

察
署
が
発
行
。
審
査
会
前
に
所

轄
警
察
署
に
届
け
出
が
必
要
）、

審
査
手
数
料
（
１
件
６
，３
０

０
円
、
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納

入
）

※�

移
動
は
危
険
の
な
い
よ
う
に
梱

包
し
、
盗
難
な
ど
に
注
意
く
だ

さ
い
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【
問
合
せ
】

　
保
健
課 

成
人
保
健
班

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

「
第
２
次
南
魚
沼
市
い
き
い

き
市
民
健
康
づ
く
り
計
画
・

南
魚
沼
市
ま
ち
づ
く
り
食
育

推
進
計
画
（
案
）」
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

の
結
果

　

平
成
２７
年
１２
月
２５
日
㈮
～
１
月

１５
日
㈮
に
、「
第
２
次
南
魚
沼
市

い
き
い
き
市
民
健
康
づ
く
り
計

画
・
南
魚
沼
市
ま
ち
づ
く
り
食
育

推
進
計
画
（
案
）」
に
対
す
る
意

見
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
意
見
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
問
合
せ
】

　

 

新
潟
県 

福
祉
保
健
部 

福
祉

保
健
課 

援
護
恩
給
室

�

☎
０
２
５

－

２
８
０

－

５
１
８
０

旧
主
要
戦
域
に
お
け
る

慰
霊
巡
拝
事
業
実
施
地
域

実 

施
地
域　
旧
ソ
連
地
域
（
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
地
方
、
イ
ル
ク
ー
ツ

ク
州
、
樺
太
、
沿
海
地
方
）、

中
国
東
北
地
方
、
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
硫
黄
島
、
ビ
ス
マ
ー

ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
マ
リ
ア

ナ
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ

リ
ピ
ン

実 

施
予
定
時
期　
８
月
下
旬
～
平

成
２９
年
２
月
下
旬

【
問
合
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

�

☎
７
７
２

－

３
１
５
７

南
魚
沼
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催

　

大
学
の
卒
業
予
定
者
な
ど
を
対

象
に
、
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

期
日　
４
月
２８
日
㈭

会
場　
市
民
会
館�

　

多
目
的
ホ
ー
ル

対 

象　
平
成
２９
年
３
月
で
大
学
な

ど
を
卒
業
予
定
の
人
と
、
既
卒

３
年
以
内
の
人

参
加
企
業　
２０
社
（
予
定
）

※�

参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
み
不

要
。
自
己
紹
介
カ
ー
ド
を
作
成

し
、
持
参
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
保
健
所

�

医
薬
予
防
課

�

☎
７
７
２

－

８
１
４
２

つ
つ
が
虫
病
に
注
意

く
だ
さ
い

　

つ
つ
が
虫
病
は
、
病
原
体
オ
リ

エ
ン
チ
ア
・
ツ
ツ
ガ
ム
シ
を
保
有

し
た
ダ
ニ
の
幼
虫
（
ツ
ツ
ガ
ム

シ
）
に
刺
さ
れ
て
発
症
す
る
病
気

で
す
。

　

県
内
で
は
４
月
下
旬
～
７
月
、

１１
月
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
農
作

業
や
レ
ジ
ャ
ー
で
、
山
林
や
草
地

な
ど
に
入
る
際
は
、
ダ
ニ
に
刺
さ

れ
な
い
よ
う
に
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

つ
つ
が
虫
病
は
人
か
ら
人
へ
は

感
染
し
ま
せ
ん

つ
つ
が
虫
病
の
症
状

　

ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
て
か
ら

発
病
す
る
ま
で
の
潜
伏
期
間
は
１

～
２
週
間
で
す
。
山
林
や
草
地
に

入
り
、
１
～
２
週
間
で
次
の
症
状

が
出
た
ら
直
ち
に
医
療
機
関
を
受

診
く
だ
さ
い
。
受
診
時
に
、
山
林

や
草
地
に
立
ち
入
っ
た
こ
と
を
医

師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

・�

刺
さ
れ
た
局
所
に
特
有
の
か
い

瘍
（
刺
口
）

・�

リ
ン
パ
節
の
腫
脹
（
特
に
刺
口

局
部
近
く
の
場
合
が
多
い
）

・�
少
な
く
と
も
１
週
間
、
通
常
２

～
３
週
間
高
熱
が
続
く

・
皮
膚
の
発
疹

つ
つ
が
虫
病
の
予
防
対
策

　

農
作
業
、
山
菜
採
り
な
ど
で
山

林
や
草
地
に
入
る
と
き
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・�

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
を
着

用
し
、
肌
を
出
さ
な
い
。

・�

草
む
ら
で
休
息
や
用
便
を
し
た

り
、
衣
類
を
置
か
な
い
。

・
防
虫
ス
プ
レ
ー
を
使
用
す
る
。

・�

山
野
で
の
作
業
後
は
必
ず
入
浴

し
、
吸
血
前
・
吸
血
中
の
ツ
ツ

ガ
ム
シ
を
皮
膚
か
ら
洗
い
流
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

�

☎
７
８
２

－

１
６
５
３

第
２０
回
シ
ン
グ
ル
ズ

パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

対
象
（
独
身
者
）

男
性
２８
歳
以
上
の
南
魚
沼
市
・

湯
沢
町
・
十
日
町
市
・
津
南

町
・
魚
沼
市
在
住
か
勤
務
者

女
性
２５
歳
以
上
の
国
内
在
住
者

※�

男
女
と
も
４０
歳
ま
で
。
当
日
、

男
性
は
ネ
ク
タ
イ
着
用
が
必
要

日 

時　
６
月
５
日
㈰　

午
前
１１
時

～
午
後
３
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
１０
時
４５
分
～
）

会 

場　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
〔
湯
沢
町
〕

参
加
費　

男
性
４
，０
０
０
円

　

女
性
２
，０
０
０
円

※
軽
食
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
付

募 

集
人
数　
男
女
各
３０
人
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
。
後
日
結

果
を
郵
送
）

締
切
り　
５
月
６
日
㈮

※�

申
込
書
は
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
、
雪

国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事

務
局
ま
で
。
必
要
事
項
を
明
記

し
、
下
記
に
直
接
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〒
９
４
９

－

６
４
０
８

南
魚
沼
市
塩
沢
１
１
１
２

－

３２

雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
（
塩
沢
商
工
会
内
）

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
８
２

－

４
０
４
４

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県 

広
報
広
聴
課

�

☎
０
２
５

－

２
８
０

－

５
０
１
３

「
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

に
協
力
く
だ
さ
い

　

県
民
の
意
識
や
認
知
度
な
ど
を

把
握
し
、
施
策
立
案
の
参
考
に
す

る
た
め
、
県
政
に
お
け
る
主
要
課

題
や
施
策
に
関
す
る
「
県
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

郵
送
調
査
は
、
あ
ら
か
じ
め
承

諾
い
た
だ
い
た
調
査
協
力
員
を
対

象
に
行
い
ま
す
。

　

４
月
初
旬
に
「
平
成
２８
年
度
調

査
協
力
員
の
お
願
い
」
を
、
選
挙

人
名
簿
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

人
に
郵
送
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
協
力
く
だ
さ
い
。

※�

過
去
の
調
査
結
果
を
、
新
潟
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い

ま
す
（「
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
で
サ
イ
ト
内
検
索
）
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【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

�
☎
７
７
３

－

６
６
５
８

福
島
へ
出
か
け
ま
せ
ん
か

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
た

ち
ま
し
た
。
地
震
や
津
波
に
加
え
、

原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
あ
っ
た

福
島
県
は
、
復
興
に
向
け
た
険
し

い
道
の
り
を
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

全
国
市
長
会
で
は
、
福
島
の
観
光

を
紹
介
し
て
復
興
を
支
援
す
る
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
福
島
県
民
に
と
っ
て
何
よ
り

も
う
れ
し
い
の
は
、
全
国
の
人
に

が
ん
ば
る
福
島
県
を
素
直
に
観
て
、

食
べ
て
、
飲
ん
で
、
買
っ
て
、
ふ

れ
あ
っ
て
、
笑
顔
の
輪
を
広
げ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
す
」
と
、
福
島

県
市
長
会
会
長
が
発
言
し
て
い
ま

す
。

　

福
島
で
は
農
水
産
物
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
、
放
射
性
物
質

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
ほ
か
、

産
地
で
の
自
主
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
旅
行
候
補
に
、
福
島
を
加

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
２

官
民
連
携
で

自
然
環
境
に
貢
献

　

㈱
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
販
売
す

る
「
南
魚
沼
の
お
い
し
い
湧
水
」

を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
の
商
品
が

売
れ
る
と
、
同
社
か
ら
１
本
／
１

円
が
市
に
寄
付
さ
れ
、
市
で
は
自

然
環
境
保
全
の
た
め
に
使
用
し
ま

す
。「
南
魚
沼
」
が
商
品
名
に
入

り
、
全
国
の
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

販
売
さ
れ
、
市
の
宣
伝
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

八
海
山
ス
キ
ー
場
内
の
水
源
か

ら
取
水
し
、
硬
度
７
の
「
超
軟

水
」
で
あ
る
こ
と
が
好
評
で
、
販

売
量
も
年
々
増
加
中
で
す
。
平
成

２４
年
４
月
の
発
売
以
来
、
こ
れ
ま

で
に
１
５
０
万
円
を
超
え
る
寄
付

が
あ
り
、
市
で
は
自
然
環
境
の
保

全
の
た
め
の
登
山
道
整
備
に
活
用

し
て
き
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
に
関
心
の
あ
る
人
は
、

八
海
山
ス
キ
ー
場
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

魚
沼
伝
習
館

�

☎
０
２
５

－

７
９
３

－
７
３
２
０

森
の
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

参
加
者
募
集

　

魚
沼
伝
習
館
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
遊
ぶ
活
動
を
補
助
し
、
元
保

育
士
の
子
育
て
相
談
な
ど
を
通
じ
、

親
子
が
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
環
境

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
森

の
中
の
遊
び
に
親
子
で
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

期 

日　
５
月
２１
日
㈯
、
６
月
１９
日

㈰
、
７
月
１６
日
㈯
、
９
月
１７
日

㈯
、
１０
月
１６
日
㈰
、
１１
月
２０
日

㈰
時 

間　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

会 

場　
後
山
ブ
ナ
林
公
園
、
後
山

小
学
校

対 
象　
満
３
歳
～
６
歳
以
下
の
未

就
学
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　
親
子
２０
組

参 

加
費　
１
回
：
２
，５
０
０
円
、

全
６
回
：
１
４
，０
０
０
円

活 

動
内
容　
森
遊
び
、
野
外
調
理
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
ゲ
ー

ム
、
絵
本
読
み
な
ど

持 

ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
帽

子
、
タ
オ
ル
、
長
靴
、
雨
具
、

飲
み
物
、
食
器
、
着
替
え

締 

切
り　
各
期
日
の
１
週
間
前
の

金
曜
日

活
動
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
市
野
球
連
盟（
中
俣
）

�

☎
０
９
０

－

２
５
６
３

－

０
９
６
３

平
成
２８
年
度

南
魚
沼
市
野
球
連
盟

新
規
加
盟
チ
ー
ム
を
募
集

　

平
成
２７
年
度
は
、
一
般
３２
チ
ー

ム
・
少
年
野
球
１８
チ
ー
ム
の
加
盟

で
、
各
種
大
会
に
多
数
の
チ
ー
ム

か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

加
盟
す
る
と
各
種
大
会
の
参
加

費
が
安
く
な
り
ま
す
。
新
チ
ー
ム

結
成
な
ど
、
ぜ
ひ
野
球
連
盟
に
加

盟
く
だ
さ
い
。

募 

集
期
間　
４
月
１
日
㈮
～

　

２８
日
㈭

加
盟
登
録
料　
５
，０
０
０
円

年
会
費　
５
，０
０
０
円

※�

加
盟
登
録
料
・
年
会
費
は
、
総

会
時
に
正
式
決
定
し
ま
す

総
会

日
時　
４
月
１３
日
㈬

　

午
後
７
時
～

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

１
階�

研
修
室

※�
平
成
２７
年
度
加
盟
チ
ー
ム
に
は

別
途
案
内
を
し
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
商
工
観
光
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
５

ほ
く
ほ
く
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

チ
ー
ム
員
を
募
集

　

六
日
町
駅
ほ
く
ほ
く
線
ホ
ー
ム

の
清
掃
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

対 

象　
年
間
を
通
じ
て
業
務
が
で

き
る
人
（
１
年
任
期
）

待 

遇　
六
日
町
駅
～
犀さ

い

潟が
た

駅
間
を

利
用
で
き
る
特
別
乗
車
証
の
交

付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

の
加
入
な
ど

【
問
合
せ
】
建
設
課 

建
設
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
４

市
道
小
木
六
古
川
線

全
面
通
行
止
め
を
解
除

　

市
道
小
木
六
古
川
線
の
橋
梁
架

替
工
事
が
完
了
し
、
全
面
通
行
止

め
を
３
月
２８
日
㈪
に
解
除
し
ま
し

た
。

　

一
部
区
間
で
は
引
き
続
き
道
路

改
良
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通

行
の
際
は
、
交
通
誘
導
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

福島県田村郡三春町「三春滝桜」
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】 

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

�

☎
７
７
２

－

４
５
５
４

４
･
５
月
開
講
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
８

シ
リ
ー
ズ 

市
民
の
声
⑮

◇
ゴ
ミ
袋
の
サ
イ
ズ

【
市
民
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど
】

　

燃
え
る
ご
み
の
袋
は
、
最
も
小
さ

い
袋
が
１０
リ
ッ
ト
ル
で
す
。
核
家
族

化
な
ど
が
進
む
現
在
、
生
ご
み
な
ど

の
使
用
で
は
、
１０
リ
ッ
ト
ル
で
は
大

き
す
ぎ
る
の
で
、
５
リ
ッ
ト
ル
の
袋

を
発
売
く
だ
さ
い
。

【
市
か
ら
の
返
事
】

　

現
在
の
１０
リ
ッ
ト
ル
袋
は
、
主
に

単
身
者
や
高
齢
者
世
帯
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
で
ご
み
排
出
量
の
少
な
い
世

帯
か
ら
、
小
さ
い
袋
の
要
望
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

ご
み
袋
の
種
類
を
増
や
す
こ
と
は
、

袋
の
製
造
経
費
の
負
担
が
増
え
る
と

と
も
に
、
販
売
店
な
ど
の
在
庫
管
理

が
難
し
く
な
り
、
す
ぐ
に
対
応
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

生
ご
み
の
処
理
は
、
で
き
る
だ
け

水
切
り
を
し
て
水
分
を
取
り
除
き
、

野
菜
や
魚
、
肉
な
ど
の
食
物
残ざ

ん

渣さ

（
ご
み
）
は
、
ス
ー
パ
ー
の
ロ
ー
ル

型
ポ
リ
袋
を
使
用
し
て
袋
を
２
重
に

す
る
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
廃

棄
物
（
ご
み
）
を
分
別
す
る
こ
と
で
、

可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
以
前
と
は
事
情
も

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
現
在

の
袋
の
容
量
区
分
が
適
当
か
ど
う
か

見
直
す
こ
と
も
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
際
に
、
今
回
の
要
望
を

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

【
市
民
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど
】

　

最
近
、
他
地
域
か
ら
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
南
魚
沼
市
の
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
色
付
け
で
収
集
日

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
び
ん
や
缶
な

ど
イ
ラ
ス
ト
表
示
が
あ
る
と
、
ぱ
っ

と
見
た
だ
け
で
大
変
わ
か
り
や
す
い

と
思
い
ま
す
。（
例
え
ば
湯
沢
町
の

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
）

　

高
齢
や
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め

に
も
、
も
っ
と
ひ
と
月
分
を
大
き
く

し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
か
ら
の
返
事
】

　

現
在
、
塩
沢
・
六
日
町
地
域
の
家

庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、「
も

え
る
ご
み
」
を
青
色
で
表
示
し
、

「
不
燃
ご
み
」「
容
器
包
装
ご
み
」

「
古
紙
類
」
を
「
○
□
◇
△
☆
」
な

ど
の
色
つ
き
マ
ー
ク
で
表
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、「
も
え
る
ご
み
」

と
「
不
燃
ご
み
」
の
収
集
日
が
同
日

の
地
域
が
あ
る
た
め
で
す
。
同
じ
日

に
２
つ
の
マ
ー
ク
を
表
示
す
る
と
小

さ
く
見
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
も
う
一

つ
の
理
由
と
し
て
、
色
覚
に
障
が
い

の
あ
る
人
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、

色
表
示
だ
け
で
な
く
「
○
□
◇
△

☆
」
の
単
純
形
表
示
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

　

マ
ー
ク
で
は
な
く
イ
ラ
ス
ト
表
示

に
し
た
場
合
、「
び
ん
」「
缶
」
な
ど

が
一
目
で
わ
か
り
や
す
い
面
は
あ
り

ま
す
が
、
日
表
示
の
数
字
が
小
さ
く

な
り
ま
す
。
こ
の
点
は
、
湯
沢
町
の

よ
う
に
大
き
な
カ
レ
ン
ダ
ー
に
す
る

こ
と
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
は
台
所
の
冷
蔵
庫
脇
な
ど
、

狭
い
空
間
に
掲
示
し
て
お
く
た
め
、

大
き
い
と
不
便
な
面
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、「
も
え
る
ご
み
」
と

「
不
燃
ご
み
」
の
収
集
日
の
重
複
解

消
を
検
討
し
な
が
ら
、
収
集
日
の
調

整
を
図
り
、
色
・
マ
ー
ク
・
イ
ラ
ス

ト
・
大
き
さ
な
ど
、
さ
ら
に
わ
か
り

や
す
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
た
い

と
考
え
ま
す
。
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昼間コース 実施日 夜間コース 実施日

介護職員初任者研修
（通学方式）

5/9 ～ 6/16
（全23回）

簿記3級
4/18 ～ 6/10
（全22回）

パソコン入門
（ワード･エクセル）

5/16 ～ 5/27
（全6回）

配管2級技能士
5/10 ～ 9/30
（全41回）

ワード1日体験講座 4/9 測量実践
5/26 ～ 9/26
（全23回）

エクセル1日体験講座 4/23 ※�受講料などの詳細は、問い合わせくださ
い。
体験講座を除き、南魚沼市「中小企業研
修受講料補助金」の対象コースですパワーポイント

1日体験講座
5/28
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News Plaza  みなみうおぬまニュースプラザ

スキー全国大会出場選手に棚村基金奨励金を贈呈しました　 3月2日㈬
　スキー競技の全国大会に出場した市内在住の中学生・高校生を対象に、棚村基金奨励金の贈呈式を行
いました。井口市長は「みなさんの活躍は、我々にとって大きな励みになります。小野塚彩那さんに続
いて、みなさんが全国で活躍する姿を期待しています」と、激励の言葉を贈りました。
　選手を代表して、大巻中学校の山
本大
まさ

晴
はる

さんが「今日までがんばれた
のは、コーチや先生、互いに高め
合ってきたライバル、いつも支えて
くれる家族のおかげです。今回の結
果に満足することなく、市の代表と
いう自覚を持ち、今後の飛躍につな
げていきたいです」と、語りました。

「Global IT Park南魚沼 構想推進に向けた取組に関する協定」を締結しました　 2月18日㈭
　市役所を会場に南魚沼市と新潟県、国際大学、アダム�イノベーションズ㈱（コンサルティング会社）
が「Global��IT��Park南魚沼�構想推進に向けた取組に関する協定」を
締結しました。締結式には井口市長、泉田知事、国際大学ジェイ・
R・ラジャセケラ副学長、アダム�イノベーションズ㈱�カウシャル�ワ
ウラガラ代表取締役が出席しました
　この構想は、「Global��IT��Park南魚沼」の推進に向け連携して取り
組み、主にインドやスリランカでソフトウェア開発事業を展開する
IT企業を当市に集積することを目標としています。

氏　名 所属 学年 出場大会名 種　目

山　本　大
まさ

　晴
はる 大巻
中学校 3 全国中学校スキー

大会　他

クロス
カント
リー

林　　　結
ゆい

　翔
と

五十沢
中学校

3

関　綜
そう

一
いち

郎
ろう

1
JOCジュニアオリ
ンピックカップ

大　平　晃
こう

　生
き

1

山　﨑　　　凌
りょう 城内

中学校 3

中　俣　日
ひ

　向
なた

六日町
中学校

3 全国中学校スキー
大会　他

田　村　一
かず

　磨
ま

1 JOCジュニアオリ
ンピックカップ

小　林　萌
もえ

　子
こ

塩沢
中学校

3 全国中学校スキー
大会　他

大　塚　愛
いと

　世
せ

2 JOCジュニアオリ
ンピックカップ

小　林　　　空
そら

2 全国中学校スキー
大会　他

小　林　　　心
しん

1 JOCジュニアオリ
ンピックカップ

青　木　陽
はる

　尚
ひさ

3 国民体育大会冬季
大会�他

ジャン
プ

山　本　天
あま

　嶺
ね

1 全国中学校スキー
大会　他

アルペ
ン牧　野　　　桃

もも

1

氏　名 所属 学年 出場大会名 種　目
佐藤進

しん

太
た

郎
ろう

大和
中学校

3 全国中学校スキー
大会　他

アルペ
ン和　田　海

かい

　里
り

3

笠　原　快
かい

　生
き

八海
高校

3 全国高等学校選抜
スキー大会　他 クロス

カント
リー林　　　優

ゆう

　斗
と

2 全国高等学校選抜
スキー大会

星　野　里
り

　穂
ほ

3 国民体育大会冬季
大会�他

アルペ
ン

関　優
ゆ

希
き

奈
な

小出
高校

3

クロス
カント
リー

荒　川　真
ま

　奈
な

2 全国高等学校ス
キー大会　他

中　島　夕
ゆう

　和
わ

2 国民体育大会冬季
大会�他羽　吹　唯

ゆい

　人
と 十日町

総合
高校

1

中　島　　　榛
じん

1

全国高等学校ス
キー大会　他

山　本　智
ち

　恵
え

六日町
高校

3

笛　木　瑞
みず

　希
き

1

中　俣　旭
あさ

　日
ひ

2

髙　橋　秀
しゅう

　冶
や

2 全国高等学校ス
キー大会 アルペ

ン
上　村　莉

り

　世
せ

3 国民体育大会冬季
大会

※贈呈式までに申請があった選手を紹介しています
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News Plaza
大里一宮神社春季大祭が開催されました　 3月12日㈯
　大里地区で大里一宮神社春季大祭が開催されました。例年よりも
足元がよく、春めいた今年の大祭には朝から大勢の人が訪れ、豊作
などを願うとともに、集落内に出店したさまざまな露店を楽しんで
いました。
　「農具市」とも呼ばれるこのお祭りは、刃物やわら細工、農具な
どの出店がある農業にまつわるお祭りです。米などの輸送に船を
使っていた昔は、魚野川と登川に挟まれた大里地区のこのお祭りは
大変な賑わいだったと伝えられています。

浦佐毘沙門堂裸押合大祭が行われました　 3月3日㈭
　普光寺で浦佐毘沙門堂裸押合大祭が開催されました。この大祭は、
約1,200年の歴史を持つ奇祭として知られ、国から「記録作成等の
措置を講ずべき無形の民俗文化財」に指定されています。
　祭りが始まったころは冷たい雨が降っていましたが、上半身裸の
男衆はそんな天候を気に掛けることもなく、水行で身を清めてから
毘沙門堂の中に入り、「さんよ、さんよ」という力強い掛け声とも
に体から湯気を上げながら押し合いました。

第32回しおざわ雪譜まつりが開催されました　 2月20日㈯
　ふれあい広場を主会場に、しおざわ雪譜まつりが開催されました。
このまつりは「北越雪譜」の著者である鈴木牧之の功績をたたえ、
雪国の文化を継承するために、雪の中で行われる幻想的なまつりです。
　少雪で会場の雪が不足していたものの、心配された雨もまつり終
盤まで本格的に降らなかったこともあり、大勢の人が訪れて百八灯
大護摩や歌舞伎公演、福餅まき、雪のステージイベント、グルメテ
ント村、地酒の無料サービスなどを楽しんでいました。

第二上田小学校と和歌山県みなべ町立岩代小学校が交流事業を行いました　 2月19日㈮
　和歌山県みなべ町立岩代小学校の6年生児童が第二上田小学校を
訪れ、交流事業を行いました。この交流は、南魚沼市の「コシヒカ
リ条例」と、みなべ町の「梅干しでおにぎり条例」がきっかけに始
まったものです。
　第二上田小5年生は米作りなどについて、岩代小学校6年生は梅
干し作りについて発表を行いました。その後、6年生児童同士で雪
だるまを作るなど、雪を生かした遊びなどで交流しました。

南魚沼市図書館の来館者数が50万人となりました　 2月19日㈮
　平成26年6月に開館した南魚沼市図書館の来館者数が50万人と
なりました。50万人目の来館者となったのは、村山敦子さん〔大
里〕。村山さんは、友だちに誘われて初めて南魚沼市図書館を訪れ
たそうです。
　村山さんは、「突然のことでびっくりしました。初めて図書館を
訪れましたが、明るく利用しやすそうな雰囲気なので、これを機会
に利用していきたいと思います」と、語りました。
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市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

市報ウェブサイト版　http：//www.city.minamiuonuma.niigata.jp/ 南魚沼市　市報 検 索

今月の表紙
　3月5日㈯、塩沢中学校のグランドを会場に開催された越
後上布の雪さらし体験。
　織りあがった上布を雪の上でさらすことで、天然の漂白作用
によって布を白くします。

日にち 行事名・時間・会場など

16日㈯
読書のつどい

「ともだちたくさん大集合！」
14：00 ～ 15：30　図書館 多目的室

17日㈰
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00 ～ 15：00　エフエム雪国

19日㈫
市政懇談会
19：30 ～　清水ふれあい会館

21日㈭

若者支援
「コミュニケーション・セミナー」
14：00 ～ 15：30
子ども・若者育成支援センター 2階 音楽室

市政懇談会
19：30 ～　栃窪小学校

22日㈮
乳幼児親子おはなしの会　えほんであ
そぼ『こいのぼりをつくろう！』
10：00 ～ 11：30　大和公民館

25日㈪
第4回農業委員会総会
9：00 ～　大和庁舎３階 旧議場

27日㈬
市政懇談会
19：30 ～　石打農業者トレーニングセンター

28日㈭
市政懇談会
19：30 ～　塩沢公民館

2016 April CALENDAR4月のカレンダー

行政
困りごと
相談

4月11日㈪　１3：3０ ～ １5：3０　 働く婦人の家〔浦佐〕
4月19日㈫　１3：3０ ～ １6：００　 塩沢老人福祉センター
4月21日㈭　１3：3０ ～ １5：3０　  本庁舎

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660
「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児
相談」などに利用ください。
◦対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
◦時間　9：30～15：30　各地区★印の会場で開催します。

★大和会場　大和庁舎（3F）
　毎週 月・火・木曜日
　◦4月14日㈭　11：00 ～
　　支援講座「お楽しみ会」講師：保育士

★六日町会場　ふれ愛支援センター（2F）
　毎週 月～土曜日
　◦4月11日㈪　11：00 ～
　　支援講座「お楽しみ会」講師：保育士

★塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2F）
　毎週 火・水・金曜日
　◦4月13日㈬　11：00 ～
　　支援講座「お楽しみ会」講師：保育士

　どの会場にも参加できます。予約は不要です
　保険料として1人10円をお願いします

【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

ほのぼの広場

救急医療のかかり方
①�電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
◆南魚沼市民病院　☎788－1222
◆魚沼基幹病院　☎777－3200
◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
②�指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診ください。
・�スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関
を案内する場合があります。

・�緊急度や重症度の高い順に対応するため、診療の順
番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。

・�休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
できるだけ通常の診療時間内に受診ください。

◆新潟県『小児救急医療電話相談』
　（☎025－288－2525）（＃8000でも可）
　夜間に子どもの具合が悪くなったとき（発熱、嘔吐、
下痢など）に利用ください。（毎日19：00 ～翌朝8：00）

【問合せ】保健課　☎773－6811

救 急医 療

市民の動き
平成28年
2月末日現在（ ）

⃝人口 58,865人（先月比 －35）
◦男　 28,781人（先月比 －14）
◦女　 30,084人（先月比 －21）
◦世帯数 19,842戸（先月比 8）
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　今冬は3月早々に坂戸山の雪がほ
とんど消えてしまい、春の様相に

なってしまった山肌に戸惑いを感じました。小正月の
地域行事「どんど焼き」でも、土の上で行うその様子
に、同じように戸惑いました。
　少雪で冬のイベントやスキー大会などが中止となっ
たり、スキー場や除雪業者などへの支援として市や県
が緊急資金を設けるなど、大雪と同様に悩ましい冬と
なりました。
　除雪作業からの解放は歓迎したいですが、来季は雪
の恩恵に生きる南魚沼市にとって、市民生活に大きな
影響のない程度に適度な積雪があることを願い、例年
よりも早い春を楽しみ、過ごしたいと思います。
� （秘書広報室　宮本）　

編集後記


